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今週のキーワード

AIと循環ポリマー
材料開発の加速と環境規制対応

34
件

総記事数

11
カ国

対象国数

15.79
%

バイオポリマーCAGR

23.4
%

PGA樹脂CAGR

今週の全34記事 ― 5軸評価で読むべき記事を選ぶ
各列の見方 ― 技術新規性：ブレークスルー度合い 実用化距離：製品として使える近さ 市場インパクト：業界全体への影響規模
データ信頼性：定量データ・査読の有無 日本関連度：日本の企業・サプライチェーンとの直接的関連性

# 記事タイトル 種別 技術
新規性

実用化
距離

市場
インパクト

データ
信頼性

日本
関連度 一行サマリ

#01
Traceless社、バイオ
ポリマー工業生産

新製品
●●●●

○
●●●●

●
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○
Traceless社がバイオベース・家庭用堆肥化可能ポリ
マーの工業生産を開始、CO2排出量を91%削減。

#02
POC Lab、難燃・帯電
防止3D樹脂

新製品
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○
POC LabがUL94 V-0難燃性・ESDセーフ、240℃耐
熱のプロ向け3Dプリンター用樹脂を発表。

#03
NY州、ケミカルリサイ
クル定義論争

市場危機
●○○○

○
●●●●

●
●●●●

●
●●●○

○
●●●●

○
ニューヨーク州でプラスチック法案審議中、ケミカル
リサイクルの定義を巡り業界と環境団体が対立。

#04
解重合技術でプラ無限
再利用

技術紹介
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○
BASFがポリアミド6やポリオレフィンの解重合技術を
推進、上海でリサイクルプラント稼働。

#05
AIバッテリー向け高分
子電解質

技術紹介
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○
AIシステム向けに高エネルギー密度、高速充放電、熱
安定性に優れた高分子電解質の研究が加速。

#06
Shengwen、高性能3D
フィラメント

新製品
●●○○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●○○

○
●●●○

○

Shengwen社がPEEK, PEI, PPSUベースの高性能3D
プリンティング用エンジニアリングプラスチックフィ
ラメントを発表。

#07
アクロン、ポリマーR&
D;資金公募

企業戦略
●○○○

○
●●●●

●
●●●○

○
●●○○

○
●●○○

○
オハイオ州アクロンがポリマー産業クラスターの研究
開発資金公募を開始、循環型・AI駆動型などに重点。

#08
横浜国大、高リサイク
ル3D樹脂

学術論文
●●●●

●
●○○○

○
●●●○

○
●●●●

●
●●●●

●
横浜国立大学が10回以上リサイクル可能な高精細3D
プリンティング向け光硬化性樹脂を開発。

#09
PLA/CF/ブライン塩複
合材

学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

●
●●●○

○
PLA、炭素繊維廃棄物、ブライン塩を組み合わせた高
機能熱・音響・耐火性エコ複合材料を開発。

#10
Americhem、ポリマ
ー合金発表

新製品
●●●○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○

Americhem社が靭性、耐薬品性、耐久性、加工性を
両立する高性能ポリマー合金プラットフォームを発表
。

#11
バイオポリマー市場レ
ポート

市場概観
●○○○

○
●●●●

●
●●●●

●
●●●○

○
●●●●

○
2035年までに844億ドル規模、CAGR 15.79%で成長
する世界のバイオポリマー市場予測レポート。

#12
日本企業、PFASフリ
ー材料

新製品
●●●●

○
●●●●

●
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

●
FDKがPFASフリーニッケル水素電池を量産開始、住
友ベークライトもPFASフリー絶縁難燃シート開発。

#14
DAIKIN、バインダー
拡散制御

技術紹介
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○
DAIKINがフッ素ポリマーバインダーの分子量・架橋
密度制御で拡散速度を最適化、PFAS規制に対応。

#15
バイオポリコンデンセ
ート設計

学術論文
●●●●

●
●○○○

○
●●●○

○
●●●●

●
●●●○

○

エステル結合導入により構造と特性を調整可能、クロ
ーズドループリサイクル可能なバイオベースポリコン
デンセートを設計。

#16
再生炭素繊維で航空機
設計

技術紹介
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○

WestlakeとAlpha Recycled Compositesが蒸気ベー
ス熱分解で高品質な再生炭素繊維を回収、航空機向け
に推進。
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# 記事タイトル 種別 技術
新規性

実用化
距離

市場
インパクト

データ
信頼性

日本
関連度 一行サマリ

#17
UHMWPEの3Dプリン
ティング

解説記事
●●○○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●○○

○
●●●○

○
超高分子量ポリエチレン（UHMWPE）の特性と、特
殊な3Dプリンティングによる加工技術を紹介。

#19
AIがポリマー設計を革
新

解説記事
●●●●

●
●●○○

○
●●●●

●
●●●○

○
●●●●

○
AI（機械学習・深層学習）がポリマーの発見、特性予
測、最適化プロセスに革命をもたらす。

#20
OMV、ReOil®ケミカ
ルCR

企業戦略
●●●○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○
OMVがReOil®ケミカルリサイクル技術を進化させ、
高品質な基礎化学品を生産、ISCC PLUS認証を取得。

#21
SÜDPACK、バイオベ
ース材料

新製品
●●●○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○
SÜDPACKがPLA/PBSベースの高機能バイオベースコ
ンパウンドとフィルムを発表、食品・医療包装向け。

#22
燃料電池バインダー透
過性低減

技術紹介
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○
Gore社がイオン導電性バインダーの透過性低減技術を
開発、燃料電池のプロトン保持力向上に貢献。

#23
医療機器成形、反り影
響低減

技術紹介
●●●○

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○
精密成形医療機器における反り低減のため、LCPなど
の先進材料と予測モデリングの重要性が高まる。

#25 炭素繊維産業の進化 解説記事
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
炭素繊維産業がリサイクル、代替前駆体、低炭素製造
ルートへとシフトし、持続可能性を追求。

#26
短鎖PFAS撥水性綿織
物

学術論文
●●●●

○
●○○○

○
●●●○

○
●●●●

●
●●●○

○
短鎖PFAS修飾ナノ材料を用いた撥水性綿織物を開発
、フッ素含有量を最小限に抑え環境リスク低減。

#27 AIが材料科学を変革 学術論文
●●●●

●
●●○○

○
●●●●

●
●●●●

●
●●●●

○
AI（ベイズ最適化など）が材料科学研究のパラダイム
を変革し、実験数を大幅に削減する可能性。

#28
PGA樹脂市場、2032
年7億ドル

市場概観
●○○○

○
●●●●

●
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○
PGA樹脂市場が2032年までに7.14億ドル、CAGR
23.4%で拡大予測。高ガスバリア・生分解性。

#29
ポリマー支援ナノ材料
設計

学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

●
●●●○

○

ポリマーが機能性ナノ材料の構造制御、電荷輸送、安
定化に寄与し、エネルギー貯蔵・電気化学応用を加速
。

#32
富士フイルム、PFAS
フリーPBO

新製品
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

●
富士フイルムがECTC 2026でPFASフリーPBO半導体
パッケージング材料を発表、環境規制に対応。

#33
SABIC、CO2排出基準
強化

企業戦略
●●○○

○
●●●●

●
●●●●

●
●●○○

○
●●●●

○
SABICがエチレン生産におけるCO2排出量を0.85トン
/トン以下に制限する新基準を義務化。

#34
AMC、AI半導体反り防
止材量産

新製品
●●●○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○

AMCがAI半導体パッケージング向け反り防止バランス
フィルム材料の顧客検証を完了、2026年下半期に量
産開始。

#36
Syensqo、衛生器具向
けPA樹脂

新製品
●●○○

○
●●●●

○
●●○○

○
●●○○

○
●●○○

○
Syensqoが衛生器具のサーモスタットバルブボディ向
けに、耐凍結性・高強度な新ポリアミド樹脂を発表。

#37
Syensqo、自動車向け
PP安定剤

新製品
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●○○

○
●●●○

○
Syensqoが自動車内装・外装向けにUV・耐熱老化性
を向上させる半透明ポリプロピレン安定剤を発表。

#38
Evonik、CHINAPLAS
2026展示

企業戦略
●●●○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○

EvonikがCHINAPLAS 2026でNEVモーター向けPEEK
ワイヤー、循環経済ソリューションなど革新技術を展
示。

#39
FRTCの5つの新興トレ
ンド

トレンド
分析

●●●●
○

●●○○
○

●●●●
○

●●●○
○

●●●○
○

PatSnapが繊維強化熱可塑性複合材料（FRTC）の軌
道上製造、3Dプリンティングなど5つの新興トレンド
を分析。

#40
PolyNext、AIがポリマ
ーR&D;変革

解説記事
●●●●

●
●●○○

○
●●●●

●
●●○○

○
●●●●

○
PolyNext会議でAIがポリマー研究開発を根本的に変革
し、高速発見や設計最適化を可能にすると強調。

●●●●○ High ●●●○○ Med-High ●●○○○ Med ●○○○○ Low | 背景黄色＝注目記事
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今週、判断に影響しうる3つの問い

❶ AIによる材料開発は、貴社のR&D;戦略をどこまで変革するか？
AIがポリマーR&D;のパラダイムを変革し、実験数削減や逆設計、自律型研究室の可能性が示唆されています（#27,
#19, #40）。貴社のR&D;部門は、この変化に対応できる体制を構築できていますか？

❷ 厳格化するPFAS規制と循環型経済要求に対し、貴社の材料調達・製品設計は対応可能か？
日本企業がPFASフリー材料の量産を開始する一方（#12,
#32）、ケミカルリサイクルの定義やCO2排出基準の厳格化がサプライチェーン全体に影響を与え始めています（#03,
#33）。貴社の製品はこれらの規制に対応できていますか？

❸ 高機能バイオベース材料とケミカルリサイクル、どちらに注力すべきか？
バイオポリマー市場は急成長が予測され（#11, #28）、新製品も登場しています（#01,
#21）。一方で、ケミカルリサイクルによる高品質再生材料の供給も進んでいます（#04,
#20）。貴社はどちらの技術に戦略的に投資すべきでしょうか？

日本企業にとっての「機会 vs 脅威」

日本企業にとっての「機会 vs 脅威」マトリクス

機会大・脅威小 機会大・脅威大

影響小（参考） 脅威大・機会小

←
 機

会
 →

← 脅威 →

AI材料設計

PFASフリーケミカルCR

バイオポリマー 3D材料

CO2基準

複合材CRAI半導体PKG

項目 象限 ↑ 機会 ↓ 脅威

● AI材料設計 機会大 開発期間短縮、新機能創出 導入遅れで競争力低下

● PFASフリー 注意 環境対応製品で差別化 規制未対応で市場喪失

● ケミカルCR 注意 高品質再生材の安定供給 投資遅れ、定義変更リスク

● バイオポリマー 機会大 環境配慮型製品で成長 性能・コストで劣後リスク

● 3D材料 機会大 カスタム部品製造拡大 材料開発の遅れ

● CO2基準 脅威大 省エネ技術で先行 設備投資、競争力低下

● 複合材CR 注意 軽量化・環境負荷低減 技術確立とコスト課題



高分子・樹脂 Weekly Intelligence Report | 2026-05-23 | Page 4

● AI半導体PKG 注意 高付加価値市場参入 技術要求対応の遅れ
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深掘り ① ― AIが材料科学を変革：研究パラダイムの転換
#27 | 2026/05/20 | ACS Publications | 技術新規性●●●●● 実用化距離●●○○○ 市場インパクト●●●●●
データ信頼性●●●●● 日本関連度●●●●○

人工知能（AI）技術、特に機械学習や深層学習が材料科学研究のパラダイムを根本的に変革しています。ベイズ最適化
などの手法により、原子層堆積、ポリマー配合、有機合成といったプロセスにおいて、必要な実験数を大幅に削減し、
新材料の開発サイクルを短縮することが可能になります。

AIは、既存の材料データから複雑なパターンと相関関係を学習し、未知の材料特性を高精度で予測します。これにより
、目的の特性を持つポリマー構造の逆設計や、最適な合成経路の特定が効率的に行われ、研究開発のボトルネックを解
消し、より効率的でターゲットを絞った研究が可能となっています。

▶ 技術者の視点

【機会】AIによる材料設計は、従来の試行錯誤型R&D;からデータ駆動型R&D;への移行を加速させ、開
発期間とコストを劇的に削減する可能性を秘めています。特に、複雑な多成分系ポリマーや複合材料の
最適化において、AIは人間の直感を超える知見を提供し、新たな機能性材料の創出を後押しするでしょ
う。日本企業は、この流れに乗り遅れると、グローバルな競争力を失う【脅威】があります。論文では
ベイズ最適化の成功事例が示されていますが、実用化には高品質なデータセットの構築と、AIモデルの
解釈性向上が不可欠です。また、AIが提案する材料の合成可能性やスケールアップの課題も考慮する必
要があります。

深掘り ② ― 日本企業、PFASフリー材料で水質汚染対策を強化
#12 | 2026/05/17 | 内藤証券 | 技術新規性●●●●○ 実用化距離●●●●● 市場インパクト●●●●○ データ信頼性●●○○○
日本関連度●●●●●

PFAS（有機フッ素化合物）規制が世界的に厳しくなる中、日本企業がPFASフリー材料の開発と実用化を加速していま
す。FDKはPFASフリーのニッケル水素電池の量産出荷を2026年6月から開始すると発表。住友ベークライトもPFASを
使用しない高機能絶縁難燃シートを開発し、EVや産業用高電圧電源装置への応用を見込んでいます。

これらの動きは、環境負荷低減と企業価値向上に貢献するものです。PFASフリーの実現は、特に電気自動車や再生可
能エネルギー関連製品のサプライチェーンにおいて、グローバル市場での優位性を確立する上で不可欠となります。技
術革新を通じて環境問題解決に貢献する日本企業の姿勢が示されています。

▶ 技術者の視点

【機会】PFASフリー材料への移行は、環境規制遵守だけでなく、製品の差別化と企業イメージ向上に直
結します。FDKや住友ベークライトの事例は、日本企業がこの分野で先行できる可能性を示しており、
特に電池材料や半導体パッケージング材料、コーティング材メーカーにとっては大きなビジネスチャン
スです。PFASフリーで同等以上の性能を維持できるか、コスト競争力があるかが鍵となります。発表は
プレスリリースベースで具体的な性能数値の比較は限定的ですが、量産開始は実用化の確度が高いこと
を示唆しています。【脅威】は、PFAS代替材料の開発が遅れた場合、既存製品の市場からの撤退やサプ
ライチェーンからの排除リスクです。特に欧州の規制動向は注視すべきです。
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深掘り ③ ― ケミカルリサイクル：解重合技術がプラスチック廃棄物の無限の再利用を可能に
#04 | 2026/05/18 | Chemistry World | 技術新規性●●●●○ 実用化距離●●●●○ 市場インパクト●●●●○
データ信頼性●●●○○ 日本関連度●●●●○

BASFは、ケミカルリサイクルにおける解重合技術の進展を主導しており、特にポリアミド6やポリオレフィン（ポリプ
ロピレン、ポリエチレン）の無限再利用の可能性を追求しています。同社は2025年3月に中国・上海でポリアミド6繊
維のリサイクルプラントを開設し、年間500トンの再生ポリアミド6を生産する能力を有しています。

この技術は、従来の熱分解よりも短いリサイクルループで、プラスチック廃棄物を元のモノマーに効率的に戻すことを
目指しており、真の循環型経済実現への道を拓きます。高品質な再生プラスチックを安定供給できるようになることで
、バージン材料への依存度を低減し、CO2排出量の削減に大きく貢献します。

▶ 技術者の視点

【機会】解重合技術は、メカニカルリサイクルでは困難な混合プラスチックや汚染プラスチックから高
品質なモノマーを回収できるため、プラスチックの真の循環型経済を実現する上で不可欠です。BASFが
既にプラントを稼働させていることは、技術の成熟度と商業化への強い意志を示しています。特に、自
動車、繊維、電子機器など、高性能エンジニアリングプラスチックを多用する産業にとっては、サステ
ナブルな材料調達の選択肢が増える大きな【機会】です。ただし、年間500トンという生産能力はまだ
限定的であり、大規模な市場ニーズに応えるにはさらなるスケールアップが必要です。【脅威】として
は、この技術への投資が遅れると、将来的に再生材調達が困難になる、あるいは高コストになるリスク
が挙げられます。

その他の注目記事
横浜国立大学の研究者、高精細3Dプリンティング向け高リサイクル性樹脂を開発 (3D Printing Industry)
技術新規性●●●●● 実用化距離●○○○○ 市場インパクト●●●○○

日本発の画期的な光硬化性樹脂。10回以上リサイクル可能で、高精細3Dプリンティングの持続可能性を飛躍的に向上
させる。

富士フイルム、ECTC 2026でPFASフリーPBO半導体パッケージング材料を発表 (富士フイルム株式会社)
技術新規性●●●●○ 実用化距離●●●●○ 市場インパクト●●●●○

半導体パッケージングにおけるPFAS規制対応の重要性を示す。日本企業が環境配慮と高性能を両立する材料を開発。

Traceless社、バイオベース「天然ポリマー」の工業生産施設を稼働開始 (Trend Hunter)
技術新規性●●●●○ 実用化距離●●●●● 市場インパクト●●●●○

バイオベースで家庭用堆肥化可能なポリマーの工業生産開始は、包装材や接着剤分野の脱プラスチック化を加速する。

バイオポリマー市場グローバル調査レポート 2026-2035 (Report Ocean株式会社)
技術新規性●○○○○ 実用化距離●●●●● 市場インパクト●●●●●

2035年までに844億ドル規模に成長するバイオポリマー市場は、日本の化学メーカーにとって大きな成長機会となる。

AMC、AI半導体パッケージング向け反り防止材料を2026年下半期に量産開始 (digitimes)
技術新規性●●●○○ 実用化距離●●●●○ 市場インパクト●●●●○

AI半導体の高集積化に不可欠な反り防止材料の量産開始は、日本の半導体パッケージング材料メーカーにとって技術動
向を注視すべき事例。
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今週のアクション提案

記事評価マトリクスと機会/脅威分析を踏まえたアクション提案です。

▍即時（今週中）
• 【R&D;】AIによる材料設計に関する最新論文（#27,
#19）を精査し、自社R&D;へのAI導入可能性を検討する。

• 【調達】PFASフリー材料への移行状況（#12,
#32）をサプライヤーに確認し、代替材料の調達計画を策定する。

• 【経営企画】ケミカルリサイクルの定義に関する政策動向（#03）を調査し、自社事業への影響を評価する。

▍短期（1ヶ月）
• 【R&D;】高リサイクル性3Dプリンティング樹脂（#08）や高性能3Dフィラメント（#02,
#06）について、サンプル評価や共同研究の可能性を探る。

• 【R&D;/調達】バイオポリマー市場の成長予測（#11, #28）に基づき、Traceless社（#01）やSÜDPACK社
（#21）のような高機能バイオベース材料の技術・製品調査を実施する。

• 【半導体PKG】AI半導体向け反り防止材料（#34）の技術詳細を調査し、自社製品への適用可能性と競合動向
を分析する。

▍中長期（四半期〜）
• 【R&D;/経営企画】AIを活用した材料設計プラットフォームの構築（#27,
#19）に向けたロードマップを策定し、必要な人材育成と投資計画を検討する。

• 【製造/調達】SABICのCO2排出基準強化（#33）を参考に、自社のサプライチェーン全体における脱炭素化目
標と技術導入計画を再構築する。

• 【R&D;/経営企画】ケミカルリサイクル（#04, #20）や複合材リサイクル（#16,
#25）技術への戦略的投資を検討し、循環型サプライチェーンへの貢献とビジネスモデル変革の可能性を探る。

troy-technical.jp 独自キュレーション。記事著作権は各原著作者に帰属。 | Gemini API + Claude | 2026-05-23



高分子・樹脂 採用記事全文集

出力日: 2026-05-23

採用記事数: 35 件



収録記事一覧

#01 Traceless社、バイオベース「天然ポリマー」の工業生産施設を稼働開始

#02 POC Lab、難燃性・帯電防止機能を備えたプロフェッショナル向け3Dプリンター用樹脂を発表

#03 ニューヨーク州プラスチック法案、ケミカルリサイクルの定義巡り論争激化

#04 ケミカルリサイクル：解重合技術がプラスチック廃棄物の無限の再利用を可能に

#05 AI搭載バッテリーシステム向け高分子電解質：次世代エネルギー貯蔵の鍵

#06 Shengwen社、高性能3Dプリンティング向け新エンジニアリングプラスチックフィラメントを発
表

#07 オハイオ州アクロン、ポリマー産業クラスターの研究開発資金公募を開始

#08 横浜国立大学の研究者、高精細3Dプリンティング向け高リサイクル性樹脂を開発

#09 環境配慮型PLA/炭素繊維/ブライン塩複合材料：高機能熱・音響・耐火性材料への三重廃棄物活
用ルート

#10 Americhem、複数の高性能要件を満たすポリマー合金プラットフォームを発表

#11 バイオポリマー市場グローバル調査レポート 2026-2035

#12 PFASフリー材料で水質汚染対策を強化：日本企業の最新技術動向

#14 高出力密度応用におけるパーフルオロ化バインダー拡散速度の制御技術

#15 バイオベースポリコンデンセートの設計：構造制御による特性調整とクローズドループリサイク
ル

#16 材料革新が持続可能な航空機設計を推進：WestlakeとAlpha Recycled Compositesの協業

#17 超高分子量ポリエチレン（UHMWPE）：特性、製造、3Dプリンティングの事実

#19 AIがポリマー設計を革新：構造、特性、応用への変革的アプローチ

#20 OMV、循環型イノベーションにおける品質を最優先：ReOil®ケミカルリサイクル技術の進化

#21 SÜDPACK、高機能バイオベースコンパウンドとフィルムで持続可能な未来を拓く

#22 燃料電池におけるイオン導電性バインダー透過性の低減：プロトン保持力向上へのアプローチ

#23 精密成形医療機器における反りの影響低減：先進材料と予測モデリングの重要性

#25 炭素繊維産業の進化：リサイクル、代替前駆体、低炭素製造ルートへのシフト

#26 短鎖PFAS修飾ナノ材料を用いた撥水性綿織物の開発：代替コーティングの戦略

#27 AIが材料科学を変革：研究パラダイムの転換

#28 PGA樹脂市場規模は2032年までに7.14億米ドルへ、CAGR23.4%で拡大

#29 ポリマー支援による機能性ナノ材料設計：エネルギー貯蔵と電気化学応用

#31 Americhem、高機能合金プラットフォームを発表



#32 富士フイルム、ECTC 2026でPFASフリーPBO半導体パッケージング材料を発表

#33 SABIC、エチレン生産におけるCO2排出基準を強化し持続可能な調達を推進

#34 AMC、AI半導体パッケージング向け反り防止材料を2026年下半期に量産開始

#36 Syensqo、衛生器具向けに安全性と耐久性を高めた新高機能ポリアミド樹脂を発表

#37 Syensqo、自動車向け次世代デザインを可能にする耐久性半透明ポリプロピレン安定剤を発表

#38 Evonik、CHINAPLAS 2026で高性能ポリマーとプラスチック添加剤の革新技術を展示

#39 PatSnap、繊維強化熱可塑性複合材料の2026年以降の5つの新興トレンドを分析

#40 PolyNext会議、AIがポリマー研究開発を再構築する可能性を強調



Traceless社、バイオベース「天然ポリマー」の工業生産
施設を稼働開始

概要

Traceless社は、化石由来プラスチックの代替となるバイオベースかつ家庭用堆肥化可
能な「Traceless Natural Polymer」の初の工業生産施設をドイツ・ハンブルクに開設し
ました。この新施設では、農業植物残渣を独自の抽出技術によって顆粒に加工し、年

間約3,000トンの生産能力を実現します。開発された材料は、パッケージング、コーテ
ィング、接着剤などの多岐にわたる用途に適しており、従来のプラスチックと比較し
てCO2排出量を91%削減するという環境効果を達成します。この動きは、持続可能な

材料ソリューションへの移行を加速する重要な一歩となります。

公開日 2026年05月22日  Trend Hunter  ドイツ



詳細

背景

現代社会におけるプラスチック廃棄物問題と、それに関連する気候変動への影響は、喫
緊の課題となっています。特に、化石燃料由来のプラスチックは、製造プロセスでの高
CO2排出量や、廃棄後の環境負荷が大きく、その代替材料の開発が強く求められていま
す。バイオベースで堆肥化可能なポリマーは、この課題に対する有望な解決策として注
目を集めています。

主要な内容

ドイツのTraceless社は、バイオベースかつ家庭用堆肥化が可能な新素材「Traceless

Natural Polymer」の商業生産を開始しました。この新素材は、食品産業の副産物である
農業植物残渣を原料としており、独自の技術で顆粒状に加工されます。ハンブルクに建
設された初の工業生産施設は、年間約3,000トンの生産能力を持ち、パッケージング、
コーティング、接着剤など、幅広い用途への供給を目指しています。この材料の特筆す
べき点は、従来のプラスチックと比較してCO2排出量を91%削減できることです。ま
た、家庭での堆肥化が可能であり、マイクロプラスチック汚染のリスクも排除します。

影響と展望

Traceless Natural Polymerの商業生産開始は、循環型経済への移行を加速させる上で大
きな影響をもたらすと期待されます。特に、食品包装や使い捨て製品の分野において、
持続可能な代替材料として広く採用される可能性があります。CO2排出量の大幅な削減
と、完全に堆肥化可能であるという特性は、企業のESG目標達成に貢献し、消費者の環
境意識向上にも寄与するでしょう。今後は、生産規模のさらなる拡大と、より多様なア
プリケーションへの展開が期待され、プラスチック産業全体の変革を牽引する可能性が
あります。

元記事: https://www.trendhunter.com/amp/trends/traceless-natural-polymer

収集日: 2026年05月22日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.trendhunter.com/amp/trends/traceless-natural-polymer


POC Lab、難燃性・帯電防止機能を備えたプロフェッショ
ナル向け3Dプリンター用樹脂を発表

概要

POC Labは、プロフェッショナル向け積層造形市場向けに、難燃性と帯電防止（ESDセ
ーフ）機能を兼ね備えた2種類の高性能樹脂を新たに発表しました。これらの先進的な
材料は、UL94 V-0の難燃性評価と独自のESD特性を両立しており、特に厳しい要件が

求められるエレクトロニクス、航空宇宙、自動車産業などでの利用を想定していま
す。新製品の一つであるHT-240C UL94 V-0 ESDは、最大240℃の耐熱性を持ちなが
ら、均一なESD性能を発揮し、複雑な部品製造に貢献します。

公開日 2026年05月14日  3D Printing Industry  アメリカ



詳細

背景

積層造形（3Dプリンティング）技術の進化は、産業界におけるプロトタイピングから最
終製品製造への応用を加速させています。しかし、特にエレクトロニクス、航空宇宙、
自動車といった高性能を要求される分野では、材料に特殊な機能が求められます。具体
的には、火災時の安全性を確保するための難燃性や、静電気放電（ESD）による電子部
品の損傷を防ぐための帯電防止特性が不可欠であり、これらの要求を同時に満たす樹脂
の開発が課題でした。

主要な内容

POC Labは、この課題に応えるべく、2種類の革新的な3Dプリンター用樹脂を市場に投
入しました。これらの樹脂は、UL94 V-0という高い難燃性評価基準を満たしつつ、優れ
た帯電防止性能も備えています。特に注目されるのは「HT-240C UL94 V-0 ESD」と呼ば
れる製品で、これは最大240℃という高い熱変形温度を持ちながら、印刷されたオブジ
ェクト全体で均一な等方性ESD性能を提供する点が特徴です。これにより、高温環境下
での使用や、静電気に敏感な電子部品のハウジング、治具、器具などの製造に最適なソ
リューションを提供します。もう一つの新製品も同様の機能を有し、より幅広い産業ニ
ーズに対応します。

影響と展望

POC Labの新樹脂は、プロフェッショナル向け積層造形市場に大きな影響を与えると予
測されます。難燃性とESDセーフティという二つの重要な特性を兼ね備えることで、従
来の3Dプリンティングでは困難であった、より安全で信頼性の高い機能部品の製造が可
能になります。これにより、エレクトロニクス分野では精密な筐体やコネクタ、航空宇
宙分野では軽量かつ安全な構造部品、自動車分野では耐熱性のある内部コンポーネント
など、多様な高付加価値アプリケーションでの採用が期待されます。これらの材料は、
産業用3Dプリンティングの適用範囲を拡大し、設計の自由度と製品性能の向上に貢献す
るでしょう。

元記事: https://3dprintingindustry.com/news/poc-lab-launches-two-flame-retardant-esd-safe-resins-for-

https://3dprintingindustry.com/news/poc-lab-launches-two-flame-retardant-esd-safe-resins-for-professional-additive-manufacturing-251432/


professional-additive-manufacturing-251432/

収集日: 2026年05月22日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://3dprintingindustry.com/news/poc-lab-launches-two-flame-retardant-esd-safe-resins-for-professional-additive-manufacturing-251432/


ニューヨーク州プラスチック法案、ケミカルリサイクルの
定義巡り論争激化

概要

ニューヨーク州議会でプラスチック廃棄物削減を目指す法案が審議される中、「ケミ
カルリサイクル」の定義を巡る激しい議論が巻き起こっています。この法案は、熱分
解などのプロセスを含むケミカルリサイクルを、従来の「リサイクル」として分類し

ない可能性を提示しており、米国化学評議会（ACC）などの業界団体はこれに強く反
発しています。環境保護団体は、ケミカルリサイクルが環境に有害な廃棄物を生成
し、新規プラスチック生産への寄与が限定的であると主張しており、その位置づけが

政策の焦点となっています。

公開日 2026年05月16日  Inside Climate News  アメリカ



詳細

背景

プラスチック廃棄物の増大は世界的な環境問題であり、各国・地域でその削減とリサイ
クルを促進するための法規制が強化されています。アメリカのニューヨーク州において
も、使い捨てプラスチックの削減やリサイクル率向上を目指す包括的な法案が提案され
ています。この中で特に論点となっているのが、プラスチック廃棄物を化学的に分解し
て原料に戻す「ケミカルリサイクル」の扱いであり、その定義が今後のプラスチック産
業や環境政策に大きな影響を与える可能性があります。

主要な内容

現在ニューヨーク州議会で審議されているプラスチック廃棄物削減法案では、従来のメ
カニカルリサイクルとは異なる「ケミカルリサイクル」の分類について厳しい目が向け
られています。法案の文言によっては、熱分解やガス化といったプロセスを含むケミカ
ルリサイクルが、州の定める「リサイクル」の定義から除外される可能性があります。
これに対し、米国化学評議会（ACC）をはじめとする化学業界は、ケミカルリサイクル
をプラスチック廃棄物問題解決のための重要な手段と位置づけ、その分類が「リサイク
ル」として認められるよう強くロビー活動を行っています。一方で、環境保護団体は、
ケミカルリサイクル、特に熱分解が、エネルギー集約的であり、しばしば有害な副産物
を生み出すこと、そして最終的に新しいプラスチックの生産に貢献する割合が低いこと
を指摘し、その「リサイクル」としての正当性に疑問を投げかけています。彼らは、リ
サイクル率の偽装につながる可能性や、新たな汚染源となるリスクを懸念しています。



影響と展望

ニューヨーク州におけるケミカルリサイクルの定義に関する決定は、全米および世界の
プラスチック政策に広範な影響を及ぼす可能性があります。もしケミカルリサイクルが
「リサイクル」として認められなければ、関連技術への投資意欲が減退し、州内の企業
は既存のビジネスモデルの見直しを迫られるでしょう。また、これは他の州や国が同様
の政策を採用する際の先例となる可能性もあります。この議論は、単なる技術的評価に
留まらず、環境保護と経済活動のバランス、そして「持続可能性」という概念の解釈そ
のものを問うものであり、今後の動向が注目されます。真の循環型経済を実現するため
には、ケミカルリサイクルの環境負荷と実効性を科学的根拠に基づいて評価し、透明性
のあるルール作りが求められています。

元記事: https://advancedbiofuelsusa.info/new-york-plastics-law-advances-amid-debate-over-chemical-

recycling-1

収集日: 2026年05月22日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)
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ケミカルリサイクル：解重合技術がプラスチック廃棄物の
無限の再利用を可能に

概要

BASFは、ケミカルリサイクルにおける解重合技術の進展を主導しており、特にポリア
ミド6やポリオレフィン（ポリプロピレン、ポリエチレン）の無限再利用の可能性を追
求しています。同社は2025年3月に中国・上海でポリアミド6繊維のリサイクルプラン

トを開設し、年間500トンの再生ポリアミド6を生産する能力を有しています。この技
術は、従来の熱分解よりも短いリサイクルループで、プラスチック廃棄物を元のモノ
マーに効率的に戻すことを目指しており、真の循環型経済実現への道を拓きます。

公開日 2026年05月18日  Chemistry World  イギリス



詳細

背景

世界的なプラスチック廃棄物問題は深刻化しており、その解決策としてリサイクル技術
の革新が求められています。メカニカルリサイクルには限界があり、特に混合プラスチ
ックや汚染されたプラスチックの処理は困難です。このような背景から、プラスチック
を化学的に分解してモノマーや基礎化学品に戻すケミカルリサイクル、特に解重合（デ
ポリメリゼーション）技術への期待が高まっています。この技術は、プラスチックの品
質を損なわずに何度でも再利用できる可能性を秘めており、真の循環型経済を実現する
ための鍵とされています。

主要な内容

BASFは、ケミカルリサイクル技術、特に解重合プロセスの推進において重要な役割を担
っています。2025年3月には、中国・上海にポリアミド6繊維のリサイクルプラントを稼
働させました。この施設は、使用済みのポリアミド6繊維から年間500トンの再生ポリア
ミド6を生産する能力を持ち、高品質な再生プラスチックを供給します。さらに、BASF

はポリプロピレン（PP）とポリエチレン（PE）といったポリオレフィンに対しても解重
合技術の開発を進めています。これらのプロセスは、従来の熱分解（パイロリシス）よ
りも短いリサイクルループを提供し、プラスチックをその構成モノマーに効率的かつ選
択的に分解することを目指しています。これにより、再生されたモノマーは再び高品質
なプラスチックの製造に利用され、プラスチック廃棄物の「無限の」再利用サイクルを
確立する可能性が開かれます。



影響と展望

解重合技術の進展は、プラスチック産業の持続可能性に革命をもたらす可能性を秘めて
います。高品質な再生プラスチックを安定して供給できるようになることで、バージン
材料への依存度を低減し、CO2排出量の削減に大きく貢献します。特にポリアミド6の
ような高性能エンジニアリングプラスチックのリサイクルは、自動車、繊維、電子機器
などの産業において、サステナブルな製品開発を加速させるでしょう。また、ポリオレ
フィンの解重合技術が確立されれば、最も多く消費されるプラスチック種のリサイクル
率が飛躍的に向上し、プラスチック廃棄物問題の抜本的な解決に貢献すると考えられま
す。この技術は、法規制の厳格化や消費者の環境意識の高まりに応え、将来の循環型経
済の中核をなすものとして、その発展と普及が強く期待されます。

元記事: https://www.chemistryworld.com/features/how-depolymerisation-could-enable-infinite-reuse-

of-plastics/4023478.article

収集日: 2026年05月22日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)
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AI搭載バッテリーシステム向け高分子電解質：次世代エネ
ルギー貯蔵の鍵

概要

人工知能（AI）システムの急速な発展に伴い、高エネルギー密度、高速充放電、優れ
た熱安定性を持つ先進的なエネルギー貯蔵ソリューションへの需要が急増していま
す。特にポリマー電解質は、従来の液体電解質が抱える液漏れや熱暴走のリスクとい

った安全上の課題を解決する有望なアプローチとして注目されています。材料科学と
ナノテクノロジーの最新の進歩により、AIアプリケーションの厳しい性能要求を満た
す、より洗練されたポリマーマトリックスの開発が可能になり、次世代バッテリー技

術の実現に向けた研究が加速しています。

公開日 2026年05月21日  PatSnap Eureka  グローバル



詳細

背景

近年、エッジAIデバイスからデータセンターに至るまで、人工知能（AI）システムの普
及と高性能化が急速に進んでいます。これらのAIシステムは、演算処理能力の向上に伴
い、より効率的で信頼性の高いエネルギー供給源を必要とします。特に、モバイルAIや
オンボードAIシステムでは、小型化、軽量化、そして高頻度の電力供給に対応できるバ
ッテリー技術が不可欠です。従来のバッテリーに用いられる液体電解質は、液漏れや引
火性、さらには熱暴走といった安全上のリスクを抱えており、より安全で高性能な代替
材料の開発が強く求められています。

主要な内容

このような背景のもと、ポリマー電解質が次世代のAI搭載バッテリーシステムにおける
重要な要素として注目されています。ポリマー電解質は、固体であるため液漏れのリス
クがなく、また高い熱安定性を持つため、バッテリーの安全性と信頼性を大幅に向上さ
せることが可能です。最新の研究では、材料科学とナノテクノロジーの融合により、高
性能なポリマーマトリックスの開発が進んでいます。例えば、ナノ粒子をポリマーマト
リックス中に均一に分散させることでイオン伝導性を高めたり、特定の分子構造を設計
することで電極との界面抵抗を低減したりするアプローチが探求されています。これに
より、高エネルギー密度と高速な充放電サイクルを実現し、AIアプリケーションの厳し
い電力要件に対応できるバッテリーシステムの実現に貢献しています。

影響と展望

ポリマー電解質を用いたAI搭載バッテリーシステムの開発は、様々な分野に大きな影響
をもたらすでしょう。まず、モバイルAIデバイスやウェアラブル機器の長時間稼働と小
型化を可能にし、よりシームレスなユーザー体験を提供します。次に、電気自動車やド
ローンなどの自律システムにおいて、バッテリーの安全性と性能向上は航続距離の延伸
や信頼性の向上に直結します。さらに、データセンターやグリッドストレージのような
大規模エネルギーシステムにおいても、ポリマー電解質の熱安定性はシステムの安全性
と運用コスト削減に寄与します。今後は、さらに高いイオン伝導性と広い電位窓を持つ
新規ポリマー電解質の探索や、製造プロセスの低コスト化・効率化が進むことで、AI技
術のさらなる進化と社会実装を強力に後押しすると期待されています。



元記事: https://eureka.patsnap.com/report-research-on-polymer-electrolytes-for-artificial-intelligence-

onboard-battery-systems

収集日: 2026年05月22日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://eureka.patsnap.com/report-research-on-polymer-electrolytes-for-artificial-intelligence-onboard-battery-systems
https://eureka.patsnap.com/report-research-on-polymer-electrolytes-for-artificial-intelligence-onboard-battery-systems


Shengwen社、高性能3Dプリンティング向け新エンジニ
アリングプラスチックフィラメントを発表

概要

Shengwen New Materialsは、高性能3Dプリンティング用途に特化した新しいエンジニ
アリングプラスチックフィラメント製品ラインを発表しました。この新製品群には、
PEEK、PEI、PPSUといった高機能ポリマーがベースとして採用されており、優れた安

定した印刷性能、高い機械的強度、そして精密な寸法精度を提供します。これらのフ
ィラメントは、試作、工業製造、医療機器、航空宇宙など、産業グレードおよび機能
性3Dプリンティングの多様な要求に応えることを目的としています。

公開日 2026年05月15日  Shengwen New Materials  中国



詳細

背景

積層造形（3Dプリンティング）技術は、その応用範囲を急速に拡大しており、特に産業
分野では、プロトタイピングだけでなく、機能部品の直接製造へのシフトが進んでいま
す。この進化に伴い、使用される材料にもより高い性能と信頼性が求められるようにな
っています。従来の汎用プラスチックでは満たせない、耐熱性、強度、耐薬品性、寸法
安定性といった厳しい要求に応えるため、高性能エンジニアリングプラスチックをベー
スとした3Dプリンティング用材料の開発が不可欠とされてきました。

主要な内容

Shengwen New Materialsは、これらの産業ニーズに応えるべく、PEEK（ポリエーテル
エーテルケトン）、PEI（ポリエーテルイミド）、PPSU（ポリフェニルスルホン）など
の高性能エンジニアリングプラスチックを基盤とした新たな3Dプリンター用フィラメン
ト製品ラインを発表しました。これらの素材は、それぞれ特有の優れた特性を持ち、例
えばPEEKは極めて高い耐熱性と機械的強度、PEIは優れた剛性と耐薬品性、PPSUは高い
耐衝撃性と透明性を兼ね備えています。新フィラメントは、特に安定した印刷性能を実
現するために最適化されており、層間の密着性、反りの抑制、ノズル詰まりの防止など
が強化されています。これにより、複雑な形状の部品でも高精度かつ高い再現性で製造
することが可能となり、プロフェッショナルな3Dプリンティングにおける信頼性を大幅
に向上させます。



影響と展望

Shengwen New Materialsによる高性能エンジニアリングプラスチックフィラメントの投
入は、3Dプリンティングの産業応用をさらに加速させることでしょう。これらの材料
は、航空宇宙分野における軽量で高強度な部品、医療機器分野における生体適合性のあ
るカスタマイズされたツールやインプラント、自動車分野での耐熱性・耐薬品性部品、
そして石油・ガス産業での過酷な環境下で使用される部品など、多岐にわたる高付加価
値アプリケーションでの利用が期待されます。高い機械的特性と寸法精度を持つこと
で、従来の製造方法ではコストや時間、設計の制約があった分野において、3Dプリンテ
ィングがより競争力のあるソリューションとして位置づけられることになります。今
後、これらの材料の普及により、各産業におけるイノベーションが促進され、新しい製
品設計や製造プロセスの可能性が大きく広がると予測されます。

元記事: https://www.tuntunplastic.com/ja/news/shengwen-launches-new-3d-printer-filament-product-

line.html

収集日: 2026年05月22日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)
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オハイオ州アクロン、ポリマー産業クラスターの研究開発
資金公募を開始

概要

アメリカ・オハイオ州アクロン市を拠点とするポリマー産業クラスターは、ポリマー
革新を商業化へと加速させるための研究開発資金の公募を開始しました。この資金
は、次世代材料およびプロセス技術の開発、循環型ソリューションの推進、AI駆動型

材料発見および製造手法、人々の健康をサポートする材料、そしてエネルギー貯蔵お
よび変換技術といった戦略的な分野に重点的に配分されます。本プログラムは、アク
ロンが長年培ってきたポリマー分野の専門知識を活用し、地域の産業エコシステムを

強化することを目指しています。

公開日 2026年05月15日  Downtown Akron Partnership  アメリカ



詳細

背景

オハイオ州アクロンは、その歴史的な産業基盤と大学の研究機関が連携することで、
「世界のゴム・ポリマー首都」として知られています。この地域は、長年にわたりポリ
マー科学と工学における革新を牽引してきました。現代においては、気候変動への対
応、資源の枯渇、そしてデジタル技術の進化といったグローバルな課題に対し、ポリマ
ー産業は新たな材料とプロセスの開発を通じて貢献することが期待されています。この
ような背景のもと、アクロンのポリマー産業クラスターは、更なるイノベーションを促
進し、研究成果を市場に迅速に投入するための資金援助プログラムを立ち上げました。

主要な内容

アクロンのポリマー産業クラスターが開始した研究開発資金の公募は、革新的なポリマ
ー技術の商業化を加速することを目的としています。このプログラムは、複数の戦略的
な重点分野を設定しており、これには以下の要素が含まれます。

次世代材料およびプロセス技術: より高性能で持続可能なポリマー、およびその製造
プロセスの開発。

循環型ソリューション: プラスチックリサイクル、バイオベースポリマー、生分解性
材料など、資源の循環を促進する技術。

AI駆動型発見および製造: 人工知能を活用した材料設計、特性予測、製造プロセスの
最適化。

人々の健康をサポートする材料: 医療機器、診断薬、医薬品送達システムなどに応用
される生体適合性ポリマー。

エネルギー貯蔵および変換: バッテリー、燃料電池、ソーラーエネルギー変換技術に
用いられる先進ポリマー材料。

この資金は、これらの分野における画期的な研究を支援し、実用化に向けた研究開発を
加速させるために提供されます。



影響と展望

この研究開発資金の公募は、アクロン地域のポリマー産業エコシステムに多大な影響を
もたらすことが期待されます。資金支援は、大学、研究機関、新興企業、既存企業間の
連携を強化し、共同研究プロジェクトの創出を促進するでしょう。これにより、新たな
雇用が生まれ、地域経済の活性化に貢献します。さらに、選定されたプロジェクトから
生まれる技術革新は、ポリマー産業全体の持続可能性、効率性、そして競争力を向上さ
せる可能性があります。特に、AIや循環型経済に焦点を当てることで、アクロンはグロ
ーバルな技術トレンドの最前線に立ち続け、未来の材料科学と産業の方向性を形作る上
で重要な役割を果たすことが期待されています。

元記事: https://www.downtownakron.com/newsitem/applications-open-for-polymer-industry-cluster-

randd-funding

収集日: 2026年05月22日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)
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横浜国立大学の研究者、高精細3Dプリンティング向け高
リサイクル性樹脂を開発

概要

横浜国立大学の研究グループは、高精細な3Dプリンティングに適応しつつ、10回以上
溶融・再プリントしても材料劣化が極めて少ない革新的な光硬化性樹脂を開発しまし
た。この新樹脂は、アントラセン誘導体を基盤としており、特定の光照射によって分

子結合が形成され、加熱によって結合が分解されるという可逆的な特性を有します。
この技術は、従来の熱硬化性樹脂が持つリサイクル性の課題を根本的に解決し、3Dプ
リンティングにおける持続可能性を大きく向上させます。

公開日 2026年05月21日  3D Printing Industry  日本



詳細

背景

3Dプリンティング技術は、その造形自由度の高さから、プロトタイピングから最終製品
製造まで、様々な分野で活用が広がっています。特に、光硬化性樹脂を用いるレジンベ
ースの3Dプリンターは、高精細な造形が可能であるため、医療、精密機械、電子部品な
どの分野で不可欠な技術となっています。しかし、多くの光硬化性樹脂は一度硬化する
と熱硬化性樹脂となり、再溶融や再利用が困難であるという大きな課題を抱えていまし
た。これは、プラスチック廃棄物削減という現代社会の要請に反するものであり、高精
度とリサイクル性を両立する材料の開発が強く望まれていました。

主要な内容

横浜国立大学の研究チームは、この長年の課題に対し、画期的な解決策を提示しまし
た。彼らが開発したのは、アントラセン構造をポリマー主鎖に組み込んだ新しい光硬化
性樹脂です。アントラセンは光反応性と熱反応性を併せ持つ分子であり、具体的には、
特定の波長の紫外光（例えば365nm）を照射すると分子間で結合が形成され、ポリマー
が硬化します。一方、この硬化したポリマーを特定の温度（例えば150℃）まで加熱す
ると、結合が可逆的に分解し、元のモノマーに近い状態に戻ります。この可逆的な結
合・分解メカニズムにより、材料は熱可塑性樹脂のように溶融・再成形が可能となり、
実際に10回以上のリサイクルサイクルにおいて、顕著な機械的特性の劣化が見られない
ことが確認されました。これにより、高精細な造形能力を維持しつつ、材料の持続可能
性を飛躍的に高めることに成功しました。



影響と展望

横浜国立大学が開発したこの高リサイクル性光硬化性樹脂は、3Dプリンティング産業に
大きな変革をもたらす可能性を秘めています。従来の光硬化性樹脂が抱えていた「使い
捨て」というイメージを払拭し、より環境に配慮した製造プロセスへの移行を促進しま
す。特に、高価な高性能樹脂を用いる医療や航空宇宙分野において、材料コストの削減
と資源の有効活用に貢献できる点は計り知れません。また、試作段階での失敗品の再利
用や、製品寿命後の回収・再利用が可能になることで、3Dプリンティングのサステナブ
ルなエコシステム構築に貢献するでしょう。将来的には、この可逆的な結合技術をさら
に多様なポリマーシステムや製造プロセスに応用することで、材料科学と製造技術の融
合による新たな産業価値の創出が期待されます。

元記事: https://www.voxelmatters.com/yokohama-researchers-develop-recyclable-resin-for-high-

precision-3d-printing/

収集日: 2026年05月22日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.voxelmatters.com/yokohama-researchers-develop-recyclable-resin-for-high-precision-3d-printing/
https://www.voxelmatters.com/yokohama-researchers-develop-recyclable-resin-for-high-precision-3d-printing/


環境配慮型PLA/炭素繊維/ブライン塩複合材料：高機能
熱・音響・耐火性材料への三重廃棄物活用ルート

概要

本研究では、生分解性ポリ乳酸（PLA）、産業廃棄物である炭素繊維、そして塩水処
理の副産物であるブライン塩を組み合わせた「エコスマート複合材料」の開発に成功
しました。この革新的なトリプル廃棄物活用ルートは、高性能な熱絶縁性、吸音性、

そして耐火性を持つ新しい材料を生み出します。開発された複合材料は、環境負荷の
低減と同時に、建築、自動車、電子機器などの分野での持続可能な産業応用において
大きな可能性を秘めています。

公開日 2026年05月16日  Taylor & Francis Online  グローバル



詳細

背景

持続可能な社会の実現に向けて、廃棄物の削減と有効活用、および環境負荷の低い材料
開発が喫緊の課題となっています。特に、産業プロセスから排出される副産物や廃棄物
を新たな価値を持つ材料へと転換する「アップサイクリング」の概念は重要です。従来
の材料は、単一の機能に特化していることが多く、複数の高性能を両立させることは困
難でした。そこで、生分解性プラスチックと産業廃棄物を組み合わせることで、複合的
な優れた特性を持つ材料を開発する研究が注目されています。

主要な内容

本研究では、ポリ乳酸（PLA）を主要マトリックスとし、これに2つの廃棄物由来のフィ
ラーを組み合わせた革新的な複合材料システムが提案されました。一つは、高性能複合
材料製造プロセスから生じる炭素繊維廃棄物であり、もう一つは、脱塩プロセスなどか
ら排出されるブライン塩（塩水処理副産物）です。これらの材料を最適な比率で組み合
わせることで、得られた複合材料は以下のような顕著な特性を発揮しました。

熱絶縁性: 気孔率の制御と材料の熱伝導率の調整により、優れた断熱性能を発揮しま
す。

吸音性: 材料内部の多孔質構造が音波エネルギーを効果的に吸収し、優れた吸音特性
を示します。

耐火性: ブライン塩に含まれる無機成分が、火災時に難燃助剤として機能し、材料の
燃焼を抑制します。

この「トリプル廃棄物活用ルート」は、資源の効率的な利用と、高機能材料の創出を同
時に実現する画期的なアプローチです。



影響と展望

このエコスマートPLA/炭素繊維/ブライン塩複合材料の開発は、持続可能な材料科学と
産業応用に大きな影響をもたらします。まず、廃棄物を高付加価値な製品へと転換する
ことで、資源の循環型利用を促進し、環境負荷を低減します。次に、その優れた熱・音
響・耐火性により、建築物の断熱材や吸音材、自動車の内装材、あるいは電子機器の筐
体など、安全性と機能性が重視される多岐にわたる分野での応用が期待されます。特
に、再生可能なPLAと産業廃棄物を組み合わせることで、化石資源への依存を減らし、
カーボンフットプリントを大幅に削減できる点も大きな利点です。今後は、材料のスケ
ールアップ製造技術の確立や、より長期的な耐久性評価、および実環境での性能検証が
焦点となり、持続可能な社会の実現に向けた重要な貢献が期待されます。

元記事: https://www.tandfonline.com/doi/full/10.1080/19397038.2026.2650874

収集日: 2026年05月22日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.tandfonline.com/doi/full/10.1080/19397038.2026.2650874


Americhem、複数の高性能要件を満たすポリマー合金プ
ラットフォームを発表

概要

Americhem社は、異なるポリマーの化学的特性を単一の材料システムに統合する「高
性能合金（HPA）プラットフォーム」を発表しました。この革新的なプラットフォー
ムは、靭性、耐薬品性、耐久性、加工性といった複数の性能要件を同時に満たすよう

に設計されています。HPAは、医療機器、輸送、エレクトロニクス、産業システムな
ど、要求の厳しい用途において、応力亀裂の低減と長期的な信頼性の向上に貢献し、
製品寿命の延長と性能最適化を目指します。

公開日 2026年05月20日  Americhem  アメリカ



詳細

背景

現代の産業界では、製品の高性能化と耐久性向上が絶えず求められています。特に、特
定のアプリケーションにおいては、単一のポリマーでは満たしきれない複数の厳しい材
料要件（例えば、高い機械的強度と優れた耐薬品性、同時に良好な加工性など）が存在
します。このような状況下で、異なる種類のポリマーの長所を組み合わせ、短所を補う
ことで、新たな高性能材料を創出する技術が重要視されています。ポリマー合金技術
は、まさにこのニーズに応えるための効果的なアプローチとして、研究開発が進められ
てきました。

主要な内容

Americhem社が発表した高性能合金（HPA）プラットフォームは、まさにこの課題に対
する画期的なソリューションです。HPAは、互いに異なる化学構造を持つポリマーを独
自の配合技術でブレンドし、単一の均質な材料システムとして機能させます。このプラ
ットフォームの核心は、特定のアプリケーションに最適化された特性プロファイルの作
成にあります。例えば、以下のような複数の性能要件を同時に達成することが可能で
す。

靭性向上: 外部からの衝撃や応力に対する耐性を高め、材料の破損を防ぎます。

耐薬品性: 腐食性環境下での材料の劣化を抑制し、長期間にわたる安定性を保証しま
す。

耐久性: 摩耗、疲労、温度変化などに対する耐性を高め、製品寿命を延長します。

加工性: 成形プロセスにおいて良好な流動性や寸法安定性を提供し、製造効率を向上
させます。

このプラットフォームは、顧客の具体的な要求に応じてカスタマイズが可能であり、既
存のポリマー材料では困難だった性能のバランスを実現します。



影響と展望

AmerichemのHPAプラットフォームは、特に要求の厳しい産業分野に大きな影響を与え
ると予測されます。医療機器分野では、厳しい滅菌プロセスに耐えうる高耐久性・耐薬
品性部品、輸送分野では軽量化と高強度を両立した構造部品、エレクトロニクス分野で
は信頼性の高い筐体やコネクタ、そして産業システムでは過酷な環境下での使用に耐え
る部品などの開発を可能にします。HPAの導入により、応力による亀裂（ストレスクラ
ック）のリスクが低減され、製品の長期信頼性が向上することで、メンテナンスコスト
の削減や製品寿命の延長に貢献します。今後、このプラットフォームは、材料設計の柔
軟性を大幅に高め、各産業におけるイノベーションと製品競争力の強化を後押しする重
要な技術となるでしょう。持続可能性の観点からも、製品寿命の延長は資源の有効活用
につながります。

元記事: https://www.americhem.com/news/americhem-launches-high-performance-alloy-platform/

収集日: 2026年05月22日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.americhem.com/news/americhem-launches-high-performance-alloy-platform/


バイオポリマー市場グローバル調査レポート 2026-2035

概要

本記事はReport Ocean株式会社が発行した市場調査レポートの概要紹介です。このレ
ポートは、2026年から2035年までの世界のバイオポリマー市場に焦点を当てていま

す。脱炭素政策やプラスチック廃棄物削減規制、ESG経営の浸透を背景に、市場は大
きく成長すると予測されています。具体的には、2035年までに市場規模は844億4,000

万米ドルに達し、予測期間中の年平均成長率（CAGR）は15.79%という高い成長が見

込まれています。

公開日 2026年05月21日  Report Ocean株式会社  グローバル



詳細

本記事はReport Ocean株式会社が発行した市場調査レポートの概要紹介です。

レポート概要

Report Ocean株式会社が発表した最新の市場調査レポートは、2026年から2035年まで
のグローバルバイオポリマー市場の動向と将来展望を詳細に分析しています。このレポ
ートは、環境意識の高まりと政府の政策支援がバイオポリマー産業にもたらす影響を深
く掘り下げています。調査対象地域は北米、欧州、アジア太平洋、中南米、中東・アフ
リカといった主要な地域を網羅し、各地域の市場規模、成長要因、主要プレイヤーの戦
略について包括的なデータを提供しています。

主要な調査結果

本レポートの主要な調査結果によれば、グローバルバイオポリマー市場は今後急速な拡
大が予測されています。主な要因としては、世界的な脱炭素化の推進、プラスチック廃
棄物に関する厳格な規制の導入、および企業のESG（環境・社会・ガバナンス）投資へ
の関心の高まりが挙げられます。市場規模は、2035年には844億4,000万米ドルに達する
と予測されており、予測期間における年平均成長率（CAGR）は15.79%という驚異的な
数値を示しています。特に、食品包装、医療、自動車、農業など幅広い産業分野でのバ
イオポリマーの採用が進んでおり、発酵技術や高効率重合プロセスといった技術革新が
生産コストの改善に寄与していることも成長を後押しする要因となっています。

発行会社について

Report Ocean株式会社は、多様な産業分野に特化した詳細な市場調査レポートを提供す
るグローバルな調査会社です。同社は、市場規模、成長トレンド、競争環境、主要な市
場セグメントなどに関する深い洞察を提供し、企業の戦略的な意思決定を支援していま
す。特に、化学、材料、エネルギー、テクノロジー分野において豊富な実績と専門知識
を有しており、顧客企業が市場機会を特定し、持続的な成長を達成するための重要な情
報源となっています。

元記事: https://www.excite.co.jp/news/article/Dreamnews_0000349912/

収集日: 2026年05月22日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.excite.co.jp/news/article/Dreamnews_0000349912/


PFASフリー材料で水質汚染対策を強化：日本企業の最新
技術動向

概要

近年、環境規制が厳しくなっているPFAS（有機フッ素化合物）に関する対策が、日本
企業の間で活発化しています。FDK社は、これまでPFASが使用されていたニッケル水
素電池の新規開発において、PFASフリー材料への置き換えに成功し、来月から量産出

荷を開始すると発表しました。また、住友ベークライト社もPFASを使用しない高機能
絶縁難燃シートを開発し、電気自動車（EV）や産業用高電圧電源装置への応用を見込
んでいます。これらの動きは、環境負荷低減と企業価値向上に貢献するものです。

公開日 2026年05月17日  内藤証券  日本



詳細

背景

パーフルオロアルキル化合物およびポリフルオロアルキル化合物（PFAS）は、撥水性、
撥油性、耐熱性などの優れた特性から、半導体、電池、消火剤、繊維加工など幅広い産
業分野で利用されてきました。しかし、これらの物質は環境中で分解されにくく、「永
遠の化学物質」として知られ、人々の健康や生態系への深刻な影響が懸念されていま
す。世界的にPFASに対する規制が強化される中、日本企業も環境負荷を低減し、持続可
能なサプライチェーンを構築するために、PFASフリー材料への移行を加速させる必要に
迫られています。

主要な内容

このような国際的な規制動向と環境意識の高まりを受け、日本の主要企業がPFASフリー
材料の開発と実用化に注力しています。FDK社は、二次電池の性能維持に不可欠とされ
てきたPFASを、独自の新規材料で代替することに成功しました。同社は、PFASフリー
のニッケル水素電池の開発を完了し、2026年6月から量産出荷を開始する予定です。こ
れにより、環境に配慮したエネルギー貯蔵ソリューションの提供が可能となります。ま
た、住友ベークライト社は、電気自動車（EV）のバッテリーパックや産業用高電圧電源
装置において求められる高い絶縁性能と難燃性を、PFASを使用せずに実現する高機能絶
縁シートを開発しました。このシートは、安全性と環境配慮を両立させながら、次世代
モビリティや産業インフラの発展に貢献することが期待されます。両社の取り組みは、
技術革新を通じて環境問題解決に貢献する日本企業の姿勢を示しています。



影響と展望

FDKと住友ベークライトによるPFASフリー材料の開発および商業化は、関連産業全体に
大きな影響を及ぼすでしょう。まず、PFASの使用を巡る規制リスクを低減し、企業のコ
ンプライアンス強化に寄与します。次に、環境負荷の低い製品を提供することで、消費
者や取引先からの信頼を獲得し、企業競争力を高めることができます。特に、電気自動
車や再生可能エネルギー関連製品のサプライチェーンにおいて、PFASフリーの実現は、
グローバル市場での優位性を確立する上で不可欠となります。今後、さらに多くの企業
がPFAS代替材料の開発に参入し、その性能向上とコスト削減が進むことで、PFASに依
存しない持続可能な社会への移行が加速すると考えられます。これにより、水の安全性
が確保され、より健全な生態系と人間の健康が守られる未来が期待されます。

元記事: https://news.image.jp/naito/view.html?

id=urn:newsml:kabutan.jp:20260323:n202603231200.dat&p=590&t=&d=&k=

収集日: 2026年05月22日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://news.image.jp/naito/view.html?id=urn:newsml:kabutan.jp:20260323:n202603231200.dat&p=590&t=&d=&k=
https://news.image.jp/naito/view.html?id=urn:newsml:kabutan.jp:20260323:n202603231200.dat&p=590&t=&d=&k=


高出力密度応用におけるパーフルオロ化バインダー拡散速
度の制御技術

概要

燃料電池や先進バッテリーシステムのような高出力密度アプリケーションにおいて、
パーフルオロ化バインダーの拡散速度を精密に制御する技術が極めて重要となってい
ます。DAIKIN INDUSTRIESは、分子量分布と架橋密度を最適に設計した先進的なフッ

素ポリマーバインダーシステムを開発し、イオンや反応ガスの拡散速度を効率的に調
整しています。欧州化学品庁（ECHA）によるPFAS（有機フッ素化合物）規制案は、メ
ーカーに対し、より環境に配慮した代替バインダー材料の開発を加速するよう促して

います。

公開日 2026年05月16日  PatSnap Eureka  グローバル



詳細

背景

燃料電池や次世代バッテリーといった高出力密度を要求されるエネルギー変換・貯蔵デ
バイスでは、電極材料の性能がシステムの全体効率を大きく左右します。特に、電極内
部の触媒層におけるイオン（プロトン）や反応ガスの効率的な移動は、高い出力密度を
実現するための鍵となります。この移動経路を形成し、電極材料を結合する役割を担う
のがバインダー（結着剤）です。パーフルオロ化バインダーは、その優れた化学的安定
性と耐久性から広く使用されてきましたが、その拡散特性の最適化は、デバイスの性能
向上における重要な課題とされてきました。

主要な内容

DAIKIN INDUSTRIESは、高出力密度アプリケーション向けの革新的なフッ素ポリマーバ
インダーシステムを開発することで、この課題に対処しています。同社の技術は、バイ
ンダーの分子量分布と架橋密度を精密に制御することに焦点を当てています。これによ
り、以下のメカニズムで拡散速度を最適化しています。

分子量分布の調整: 特定の分子量範囲のポリマーを用いることで、バインダーネット
ワークの細孔構造を微調整し、イオンやガスの透過性を向上させます。

架橋密度の制御: ポリマー鎖間の架橋点を適切に設定することで、バインダーの機械
的強度と化学的安定性を保ちつつ、拡散経路の最適化を図ります。

これらの技術的アプローチにより、バインダーが電極性能を最大限に引き出すための理
想的な微細構造を形成することが可能となります。また、欧州化学品庁（ECHA）が進
めるPFAS規制案は、企業に代替材料の開発を促す強力なインセンティブとなっており、
DAIKINのような企業がフッ素ポリマー技術の最前線で持続可能なソリューションを模索
していることを示しています。



影響と展望

パーフルオロ化バインダーの拡散速度制御技術の進展は、燃料電池や先進バッテリーの
性能向上に直接的に貢献し、ひいては電気自動車、ポータブル電子機器、定置型エネル
ギー貯蔵システムなどの分野に大きな影響を与えます。拡散効率の向上は、デバイスの
出力密度を高め、エネルギー変換効率を改善し、耐久性を延長することにつながりま
す。また、ECHAのPFAS規制強化は、環境に優しく、かつ高性能な代替バインダー材料
の開発を加速させるでしょう。これは、サプライチェーン全体における環境負荷の低減
と、企業の持続可能性目標達成を後押しします。今後、これらの技術は、クリーンエネ
ルギー技術の普及と脱炭素社会の実現において、より重要な役割を果たすことが期待さ
れており、材料科学と化学工学の新たなフロンティアを切り開くものとなるでしょう。

元記事: https://eureka.patsnap.com/report-how-to-manage-perfluorinated-binder-diffusion-speed-for-

high-power-density

収集日: 2026年05月22日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://eureka.patsnap.com/report-how-to-manage-perfluorinated-binder-diffusion-speed-for-high-power-density
https://eureka.patsnap.com/report-how-to-manage-perfluorinated-binder-diffusion-speed-for-high-power-density


バイオベースポリコンデンセートの設計：構造制御による
特性調整とクローズドループリサイクル

概要

この研究は、構造と特性を精密に調整可能であり、かつクローズドループでリサイク
ルが可能なバイオベースポリコンデンセートの革新的な設計を紹介しています。エス
テル結合をポリマー主鎖に戦略的に導入することで、メタノールなどのアルコールに

よってポリマーを効率的に分解し、元のモノマーを高収率で回収するメカニズムを実
現しました。この技術は、持続可能な材料サイクルを確立し、循環型経済の実現に向
けた重要な一歩となります。

公開日 2026年05月16日  ACS Publications (Journal: Macromolecules)  グローバル



詳細

背景

持続可能な社会の実現には、化石資源への依存を減らし、再生可能な資源から作られる
材料の利用を拡大することが不可欠です。バイオベースポリマーは、この目標達成に向
けた有望な選択肢ですが、その多くはリサイクルが困難であったり、性能が既存のプラ
スチックに劣るという課題を抱えています。特に、ポリマーの多様な特性を設計段階で
柔軟に制御し、かつ使用後の材料を効率的に再利用できる「クローズドループリサイク
ル」を実現する技術は、持続可能な材料開発における最重要課題の一つです。

主要な内容

本研究では、エステル結合をポリマー主鎖に意図的に導入することで、画期的なバイオ
ベースポリコンデンセートを設計しました。この設計の鍵は、ポリマー骨格中に切断可
能な「脆弱点」を組み込むことにあります。具体的には、外部からの刺激（この場合は
メタノールなどのアルコール溶媒）によってエステル結合が選択的に加溶媒分解される
ため、ポリマー全体が効率的に分解され、元のモノマーへと戻すことが可能になりま
す。このプロセスは「ケミカルリサイクル」の一種であり、実験では高い分解効率とモ
ノマー回収率が確認されました。これにより、単に生分解性であるだけでなく、高品質
なモノマーとして繰り返し再利用できる、真に循環型の材料システムが構築されまし
た。さらに、ポリマーの組成やエステル結合の位置を調整することで、機械的強度や熱
的特性などの材料特性を精密に制御できることも示されています。



影響と展望

このバイオベースポリコンデンセートの設計原理は、持続可能な材料化学の分野に大き
な影響をもたらすでしょう。クローズドループリサイクルが可能なことで、資源の枯渇
問題に対処し、プラスチック廃棄物の削減に貢献します。特に、自動車、電子機器、包
装材料など、高性能とリサイクル性が求められる分野での応用が期待されます。従来の
バイオプラスチックが直面していた性能とリサイクル性のトレードオフを克服すること
で、より広範な産業での採用が促進される可能性があります。今後、この分解・回収プ
ロセスのスケールアップ、経済性の評価、およびより多様なバイオベースモノマーへの
適用が研究の焦点となるでしょう。この技術は、資源循環型社会の実現に向けた材料設
計の新たなパラダイムを提示するものであり、未来の材料イノベーションを牽引する重
要な基盤となることが期待されます。

元記事: https://pubs.acs.org/doi/10.1021/acs.macromol.6c00313

収集日: 2026年05月22日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://pubs.acs.org/doi/10.1021/acs.macromol.6c00313


材料革新が持続可能な航空機設計を推進：Westlakeと
Alpha Recycled Compositesの協業

概要

Westlake社は、航空機設計の持続可能性を高めるため、複合材料のリサイクルと循環
性への投資を強化しています。フランスのAlpha Recycled Composites社との協業を通
じて、使用済み複合材部品から高品質な炭素繊維を回収する技術を推進しています。

この革新的なプロセスは蒸気ベースの熱分解を利用し、繊維の劣化を最小限に抑えつ
つ、機械的性能を維持した再生炭素繊維を生産することで、航空機の軽量化と環境目
標達成に貢献します。

公開日 2026年05月19日  Engineer Live  イギリス



詳細

背景

航空業界は、燃費効率の向上とCO2排出量削減という二重の課題に直面しており、軽量
で高強度な複合材料の採用を加速させています。特に炭素繊維強化プラスチック
（CFRP）は、その優れた物性から機体構造材として広く用いられていますが、そのリ
サイクルは技術的・経済的に困難であるという課題がありました。使用済み複合材を廃
棄するのではなく、その高価な炭素繊維を効率的に回収・再利用する技術は、航空産業
の持続可能性を向上させる上で不可欠とされています。

主要な内容

Westlake社は、この複合材リサイクルの課題に対し、Alpha Recycled Composites社（フ
ランス）との戦略的協業を通じて革新的なソリューションを提供しています。彼らの技
術の中核は、蒸気ベースの熱分解プロセスです。この方法は、複合材料から樹脂マトリ
ックスを選択的に除去し、その過程で炭素繊維への熱的な損傷を最小限に抑えることに
成功しています。従来の熱分解法では、高温処理により炭素繊維の強度や剛性が低下す
るリスクがありましたが、蒸気を利用することで、より低温で効率的に樹脂を分解し、
機械的性能を維持した高品質な再生炭素繊維（rCF）を回収することが可能となりまし
た。このプロセスにより回収された炭素繊維は、新品の炭素繊維と同等、あるいはそれ
に近い性能を持つため、航空機部品をはじめとする様々な高性能用途への再利用が期待
されます。

影響と展望

WestlakeとAlpha Recycled Compositesによるこの取り組みは、航空産業における複合材
料のライフサイクル全体に大きな影響をもたらすでしょう。高品質な再生炭素繊維の安
定供給が可能になることで、航空機メーカーは材料コストを削減しつつ、環境規制への
対応を強化できます。特に、航空機設計における軽量化は燃費効率とCO2排出量削減に
直結するため、再生炭素繊維の採用は持続可能な航空機の開発を大きく推進します。こ
の技術は、循環型経済の原則を複合材料産業に適用する上で重要な一歩となり、将来的
には、航空機以外の風力発電ブレードや自動車部品など、他の高性能複合材料分野への
応用も期待されます。複合材料のリサイクル技術の進化は、産業全体の環境フットプリ
ントを低減し、より資源効率の高い製造プロセスの実現に貢献するでしょう。



元記事: https://www.engineerlive.com/content/how-material-innovation-supporting-more-sustainable-

aircraft-design

収集日: 2026年05月22日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.engineerlive.com/content/how-material-innovation-supporting-more-sustainable-aircraft-design
https://www.engineerlive.com/content/how-material-innovation-supporting-more-sustainable-aircraft-design


超高分子量ポリエチレン（UHMWPE）：特性、製造、3D
プリンティングの事実

概要

超高分子量ポリエチレン（UHMWPE）は、その優れた耐摩耗性、耐衝撃性、耐薬品性
から、防衛、医療、重工業など多くの分野で重宝されるエンジニアリングポリマーで
す。従来の溶融ベースの3Dプリント（FDMなど）は難易度が高いものの、特殊なラム

押出や焼結ベースの積層造形法が開発され、その加工範囲が広がっています。PEEKや
PPSのような高温ポリマーとは異なり、UHMWPEは80℃以下の環境で複合的に優れた
性能を発揮し、特定の用途で極めて有用な材料となっています。

公開日 2026年05月15日  Jota Machinery  中国



詳細

背景

エンジニアリングプラスチックは、その高い機能性から幅広い産業分野で利用されてい
ます。中でも超高分子量ポリエチレン（UHMWPE）は、分子量が200万以上と極めて大
きく、これに起因する独自の物理的・化学的特性を持っています。これらの特性は、過
酷な条件下での使用に耐えうる材料を必要とする分野で特に価値があります。しかし、
その非常に高い分子量ゆえに溶融粘度が高く、一般的なプラスチック加工法、特に熱溶
解積層法（FDM）のような溶融ベースの3Dプリンティング技術では加工が困難である
という課題がありました。

主要な内容

UHMWPEの主要な特性は、その並外れた耐久性と耐性です。

耐摩耗性: 鋼の約15倍、他のプラスチックの約4倍という非常に高い耐摩耗性を誇り
ます。

耐衝撃性: プラスチックの中で最も高い耐衝撃性を持ち、低温環境下でもその性能を
維持します。

耐薬品性: ほとんどの酸、アルカリ、有機溶媒に対して高い耐性を示します。

低摩擦係数: 非常に滑らかな表面特性を持つため、自己潤滑性があり、ベアリングや
ギアなど摺動部品に適しています。

これらの特性から、UHMWPEは防弾チョッキやヘルメットなどの防衛用品、人工関節
などの医療機器、輸送機の摺動部品、食品加工機械の部品、海洋設備など、多岐にわた
る重要な用途で利用されています。加工面では、FDMのような溶融ベースの3Dプリン
ティングが困難である一方、特殊なラム押出成形や焼結ベースの積層造形技術が開発さ
れ、複雑な形状の部品製造が可能になっています。耐熱性においてはPEEKやPPSには及
ばないものの、約80℃以下の環境では、その耐摩耗性、耐衝撃性、化学的安定性の複合
性能において非常に優れた選択肢となります。



影響と展望

UHMWPEのユニークな特性は、今後も多くの産業でその重要性を高めていくでしょ
う。特に、3Dプリンティング技術の進化は、これまで加工が困難だったUHMWPEのカ
スタム部品製造を可能にし、より複雑で最適化された設計の実現を促進します。これに
より、医療分野における個別化されたインプラント、防衛分野での高性能な保護具、重
工業における長寿命部品など、高付加価値製品の開発が加速します。また、耐摩耗性や
耐衝撃性が求められる環境下で、金属部品の代替としてUHMWPEを用いることで、軽
量化、コスト削減、そしてメンテナンス頻度の低減に貢献します。環境規制の強化や材
料の長寿命化への要求が高まる中、UHMWPEはその持続可能性と性能の両面から、未
来のエンジニアリング材料としてさらに注目されることが期待されます。

元記事: https://www.zjhy-group.com/news/uhmwpe-guide-properties-manufacturing-3d-printing-

facts.html

収集日: 2026年05月22日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.zjhy-group.com/news/uhmwpe-guide-properties-manufacturing-3d-printing-facts.html
https://www.zjhy-group.com/news/uhmwpe-guide-properties-manufacturing-3d-printing-facts.html


AIがポリマー設計を革新：構造、特性、応用への変革的ア
プローチ

概要

人工知能（AI）技術、特に機械学習と深層学習は、ポリマーの発見、特性予測、最適
化のプロセスに革命をもたらしています。AIを活用することで、特定の機能や特性を
持つ材料の迅速な開発が可能となり、従来の試行錯誤に比べて効率が大幅に向上しま

す。このAI駆動型アプローチは、効率的な誘電体や生分解性プラスチックといった革
新的なポリマーの創出を加速させ、医療、エネルギー、エレクトロニクスなど多岐に
わたる分野での材料設計に変革をもたらしています。

公開日 2026年05月21日  DOKUMEN.PUB  グローバル



詳細

背景

材料科学の分野では、新たな機能を持つポリマーの発見と開発が常に求められていま
す。しかし、ポリマーの複雑な分子構造と多様な特性の関係を完全に理解し、特定の要
件を満たす材料を合成することは、非常に時間とコストがかかるプロセスでした。従来
の材料開発は、実験的試行錯誤や経験則に大きく依存しており、新材料の市場投入には
長い年月を要することが一般的でした。この非効率性を克服し、より迅速かつ体系的に
新ポリマーを設計・合成するための革新的なアプローチが強く求められています。

主要な内容

近年、人工知能（AI）技術、特に機械学習（Machine Learning, ML）と深層学習（Deep

Learning, DL）が、ポリマー設計と材料発見のパラダイムを変革する強力なツールとし
て浮上しています。AIは、既存のポリマーデータセットから膨大な情報を学習し、分子
構造と物性間の複雑な相関関係を特定することができます。この能力により、研究者は
以下のような点で大きな進歩を遂げています。

特性予測の精度向上: 既知の構造から、ガラス転移温度、機械的強度、熱安定性など
の物性を高精度で予測します。

逆設計（Inverse Design）: 目的の特性を持つポリマー構造をAIが提案し、探索空間
を大幅に狭めます。

合成経路の最適化: AIが最適な合成ルートや反応条件を特定し、実験の失敗率を低減
します。

新しいポリマーの発見: データ駆動型のアプローチにより、これまで見過ごされてき
た可能性のあるポリマー候補を効率的に探索します。

これにより、例えば高性能な誘電体材料や環境負荷の低い生分解性プラスチックなど、
特定のニーズに応じたポリマーの迅速な設計と最適化が可能となっています。ベイズ最
適化などのAI駆動型実験最適化戦略は、必要な実験回数を大幅に削減し、研究効率を飛
躍的に向上させています。



影響と展望

AI駆動型ポリマー設計の導入は、医療、エネルギー、エレクトロニクス、自動車など、
広範な産業分野に計り知れない影響をもたらすでしょう。医療分野では、生体適合性ポ
リマーを用いたドラッグデリバリーシステムや再生医療材料の開発が加速します。エネ
ルギー分野では、高効率な太陽電池や安全性の高いバッテリー向けのポリマー電解質が
迅速に開発される可能性があります。エレクトロニクス分野では、次世代デバイスに必
要な高性能誘電体や半導体封止材の設計が最適化されます。AIは、従来の材料科学者が
直面していた複雑な多変量解析の課題を克服し、材料開発のボトルネックを解消しま
す。将来的には、AIと自動化された実験システム（ロボット科学者）との融合により、
人間が関与することなく新材料を自律的に発見・合成・評価する「自律型研究室」が実
現される可能性もあり、材料科学研究のパラダイムを根本から変革すると期待されてい
ます。

元記事: https://dokumen.pub/ai-driven-polymer-design-structure-properties-and-applications.html

収集日: 2026年05月22日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://dokumen.pub/ai-driven-polymer-design-structure-properties-and-applications.html


OMV、循環型イノベーションにおける品質を最優先：
ReOil®ケミカルリサイクル技術の進化

概要

オーストリアのエネルギー・化学企業OMVは、2009年からReOil®ケミカルリサイクル
技術を進化させ、循環型経済における品質の重要性を強調しています。この技術は、
使用済みプラスチックを熱分解プロセスによって高品質な基礎化学品へと変換するこ

とを可能にします。ReOil®で生成された原料は、食品包装や医療製品など、最高品質
が求められる新しいプラスチックの製造に利用可能であり、ISCC PLUS認証によりサプ
ライチェーン全体の透明性と循環コンテンツの追跡が保証されています。

公開日 2026年05月22日  OMV.com  オーストリア



詳細

背景

持続可能な社会の実現に向けて、プラスチック廃棄物問題は避けて通れない課題です。
特に、機械的リサイクルだけでは処理が困難な汚染されたプラスチックや複合プラスチ
ックの有効活用は、循環型経済を構築する上で不可欠とされています。このような背景
から、プラスチックを分子レベルで分解し、元の原料に戻すケミカルリサイクル技術へ
の期待が高まっています。しかし、ケミカルリサイクルで得られる製品の品質が、新規
（バージン）材料と同等であること、そしてそのプロセスが持続可能であることが重要
視されています。

主要な内容

OMV社は、2009年以来、ReOil®ケミカルリサイクル技術の研究開発と実証を継続的に
進めてきました。この技術の中核は、使用済みプラスチック廃棄物を熱分解プロセスに
よって、高品質な合成原油（熱分解油）に変換することです。この合成原油は、石油精
製所の既存のインフラで処理することが可能であり、最終的には食品包装や医療製品と
いった最高品質が求められる新しいプラスチックの製造に必要な基礎化学品へと生まれ
変わります。OMVは、このプロセスを通じて生産される循環型製品の品質を最優先し
ており、再生プラスチックがバージン材料と同等の性能を持つことを保証しています。
さらに、ReOil®技術は、ISCC PLUS（International Sustainability & Carbon Certification

PLUS）認証を取得しており、原材料の調達から最終製品に至るまでのサプライチェーン
全体における循環コンテンツの透明な追跡と持続可能性を保証しています。



影響と展望

OMVのReOil®ケミカルリサイクル技術の進化は、プラスチック産業の循環型経済への
移行を大きく推進するものです。高品質な再生材料の安定供給は、ブランドオーナーが
サステナビリティ目標を達成する上で不可欠であり、食品包装や医療といった規制の厳
しい分野での再生プラスチックの採用を加速させるでしょう。ISCC PLUS認証は、消費
者や規制当局に対して、製品が持続可能な方法で生産され、真に循環型であることの信
頼性を提供します。将来的には、ReOil®技術のスケールアップと商業化がさらに進み、
より多くのプラスチック廃棄物が価値ある資源として再利用されることで、埋め立てや
焼却に依存しない持続可能な社会の実現に大きく貢献すると期待されています。この取
り組みは、技術革新と品質保証が循環型経済の成功の鍵であることを示しています。

元記事: https://www.omv.com/en/magazine/insights/2026/why-quality-must-be-the-number-one-

priority-in-circular-innovation

収集日: 2026年05月22日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.omv.com/en/magazine/insights/2026/why-quality-must-be-the-number-one-priority-in-circular-innovation
https://www.omv.com/en/magazine/insights/2026/why-quality-must-be-the-number-one-priority-in-circular-innovation


SÜDPACK、高機能バイオベースコンパウンドとフィルム
で持続可能な未来を拓く

概要

バイオベースプラスチック市場は、今後5年間でほぼ2倍に拡大すると予測されてお
り、このトレンドを背景にSÜDPACKは、PLA（ポリ乳酸）およびPBS（ポリブチレンサ
クシネート）コンパウンドを基盤とした高性能なバイオベースコンパウンドおよびフ

ィルムを発表しました。これらの革新的な材料は、高い技術的性能と環境目標を両立
させるように設計されており、食品包装や医療用途など、未来志向の多様なアプリケ
ーションに幅広い可能性を提供します。

公開日 2026年05月18日  K-Zeitung  ドイツ



詳細

背景

世界中で環境意識が高まり、気候変動対策が喫緊の課題となる中、プラスチック産業は
持続可能なソリューションへの移行を迫られています。特に包装材料の分野では、化石
資源への依存を減らし、CO2排出量を削減するために、バイオベースプラスチックや生
分解性プラスチックの採用が急速に進んでいます。市場調査によると、バイオベースプ
ラスチック市場は今後5年間で大幅な成長が見込まれており、これにより高性能と環境
配慮を両立する新素材の開発が重要性を増しています。

主要な内容

SÜDPACKは、この成長市場のニーズに応えるべく、PLA（ポリ乳酸）とPBS（ポリブチ
レンサクシネート）をベースとした新しいバイオベースコンパウンドとフィルムを発表
しました。これらの材料は、単にバイオベースであるだけでなく、従来のプラスチック
に匹敵する、あるいはそれを超える高い技術的性能を提供することを目指しています。

PLAベースコンパウンド: PLAは再生可能な資源から作られる生分解性プラスチック
であり、良好な透明性、剛性、印刷適性を持っています。SÜDPACKは、このPLAの特
性をさらに高め、柔軟性や耐熱性、バリア性能を向上させたコンパウンドを開発しま
した。

PBSベースコンパウンド: PBSも生分解性を持つバイオベースポリマーで、PLAよりも
優れた柔軟性と耐熱性、そして加工性を提供します。SÜDPACKは、PBSをベースに特
定の用途に合わせたフィルムやコンパウンドを設計し、より過酷な条件下での使用に
も対応できるようにしました。

これらの新素材は、製品のライフサイクル全体での環境フットプリントを削減し、同時
に高いバリア機能や機械的強度、優れた加工性といった、多様な産業が求める性能要件
を満たします。



影響と展望

SÜDPACKが発表したバイオベースコンパウンドとフィルムは、特に食品包装、医療包
装、およびその他の特殊な産業アプリケーションにおいて、持続可能性と性能の両面か
ら大きな影響をもたらすでしょう。食品包装分野では、鮮度保持期間の延長とプラスチ
ック廃棄物の削減を両立するソリューションを提供し、消費者の環境意識に応えます。
医療包装では、安全性と滅菌要件を満たしつつ、環境負荷の低い材料選択肢を提供しま
す。この技術革新は、企業が環境目標を達成し、競争優位性を確立するための重要な手
段となります。今後、SÜDPACKはこれらのバイオベース材料のポートフォリオをさらに
拡大し、より多くの産業分野への適用を進めることで、プラスチック産業全体の持続可
能な未来の実現に貢献していくと期待されています。

元記事: https://www.packaging-labelling.com/pressreleases/naturally-sustainable-bio-based-compounds

収集日: 2026年05月22日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.packaging-labelling.com/pressreleases/naturally-sustainable-bio-based-compounds


燃料電池におけるイオン導電性バインダー透過性の低減：
プロトン保持力向上へのアプローチ

概要

燃料電池アプリケーションにおいて、イオン導電性バインダーの透過性を効果的に低
減し、プロトン保持力を向上させる技術開発が進められています。特にGore社は、長
年のフッ素ポリマー加工の専門知識を活用し、多孔質性と透過性を精密に調整した複

合イオン導電性システムを提供することで、プロトン交換膜（PEM）燃料電池の性能
向上に貢献しています。このアプローチは、燃料電池の効率と耐久性を高める上で重
要な要素となります。

公開日 2026年05月16日  PatSnap Eureka  グローバル



詳細

背景

燃料電池は、水素と酸素から直接電力を生成するクリーンエネルギー技術として、電気
自動車や定置型発電システムへの応用が期待されています。その中でも、プロトン交換
膜（PEM）燃料電池は、高い出力密度と比較的低温での動作が可能であるため、特に注
目されています。PEM燃料電池の性能を最大化するためには、プロトン交換膜と電極触
媒層間の界面におけるプロトンの移動効率が極めて重要です。この効率は、電極内のイ
オン導電性バインダーの構造と特性に大きく依存しており、特にバインダーの「透過
性」を最適化することが、プロトン保持力と燃料電池全体の性能向上に直結します。

主要な内容

燃料電池のプロトン保持力を向上させるためには、電極触媒層内部のイオン導電性バイ
ンダーの透過性を効果的に低減する必要があります。透過性とは、バインダーを通して
イオン以外の物質（特に反応ガスである水素や酸素）が漏れ出す現象を指し、これが過
度に進むと燃料電池の効率が低下します。Gore社は、この課題に対し、長年培ってきた
フッ素ポリマー加工の深い専門知識を応用して解決策を提示しています。同社は、以下
の点を特徴とする複合イオン導電性システムを開発しています。

多孔質性の精密制御: バインダーマトリックスの微細な孔構造を調整することで、プ
ロトンの伝導経路を確保しつつ、反応ガスの透過を抑制します。

透過性の最適化: バインダー層の厚み、密度、および組成を最適化することで、全体
的な透過抵抗を増大させ、プロトン保持力を最大化します。

界面特性の向上: 電極触媒粒子とバインダーの間の相互作用を強化し、プロトン伝導
ネットワークの連続性を高めます。

これらの技術的アプローチにより、燃料電池はより安定した電力供給と高いエネルギー
変換効率を実現することが可能になります。



影響と展望

イオン導電性バインダーの透過性低減技術は、燃料電池の商業化と普及に決定的な影響
を及ぼします。プロトン保持力の向上は、燃料電池スタックの耐久性を高め、長期的な
性能劣化を抑制します。これにより、電気自動車の航続距離の延伸、定置型発電システ
ムの寿命延長、そして水素インフラの経済性向上に貢献するでしょう。Gore社のような
先進企業による材料技術の革新は、燃料電池のコスト削減と性能向上を両押し、化石燃
料に代わるクリーンエネルギー源としての普及を加速させます。今後、さらなるバイン
ダー材料の最適化や、製造プロセスの効率化が進むことで、燃料電池技術は脱炭素社会
の実現に向けた重要な柱の一つとして、その役割を強化していくと期待されます。

元記事: https://eureka.patsnap.com/report-how-to-reduce-permeability-in-ionomer-binders-for-better-

proton-retention

収集日: 2026年05月22日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://eureka.patsnap.com/report-how-to-reduce-permeability-in-ionomer-binders-for-better-proton-retention
https://eureka.patsnap.com/report-how-to-reduce-permeability-in-ionomer-binders-for-better-proton-retention


精密成形医療機器における反りの影響低減：先進材料と予
測モデリングの重要性

概要

医療機器の精密成形において、部品の反り（Warpage）は重大な課題であり、製品の
機能性や品質に直接影響を与えます。この影響を低減するため、液体結晶ポリマー
（LCP）、高性能熱可塑性樹脂、生体吸収性ポリマーといった先進材料の採用が進んで

います。特に、設計段階で反り挙動を正確に予測するモデリング能力の開発は、開発
コストの削減と市場投入期間の短縮に不可欠であり、医療機器業界における競争力を
高める鍵となります。

公開日 2026年05月22日  PatSnap Eureka  グローバル



詳細

背景

医療機器は、その用途の性質上、極めて高い精度、信頼性、そして安全性が必要です。
特に、プラスチックを用いた精密成形部品においては、成形後の冷却過程で発生する
「反り（Warpage）」が、部品の寸法精度を損ない、製品全体の組み立てや機能に重大
な影響を与えることがあります。これは、特に微細な構造を持つ部品や、他の部品との
嵌合精度が求められるケースで顕著な問題となります。反りを抑制するためには、材料
選択から設計、成形プロセスに至るまで、多岐にわたる最適化が求められます。

主要な内容

精密成形医療機器における反りの影響を低減するために、いくつかの主要なアプローチ
が進められています。

先進材料の採用:

液体結晶ポリマー（LCP）: LCPは、溶融状態で分子が配向するため、反りが少な
く、高い寸法安定性を持つことが特徴です。精密なマイクロ部品や薄肉部品に適
しています。

高性能熱可塑性樹脂: PEEK（ポリエーテルエーテルケトン）などの高性能樹脂は、
機械的強度、耐熱性、耐薬品性に優れるだけでなく、比較的低い線膨張係数を持
つため、反りの発生を抑えることができます。

生体吸収性ポリマー: 生体内に留まらないインプラントや一時的な医療機器に使用
される生体吸収性ポリマーでも、反り制御は重要です。材料設計や成形条件の最
適化により、安定した形状を保つ研究が進められています。

設計段階での予測モデリング: 成形シミュレーションソフトウェアを活用し、部品の
設計段階で熱履歴、充填パターン、材料の異方性などを考慮した反り挙動を予測する
能力の開発が重要です。これにより、金型製作前に潜在的な反り問題を特定し、設計
変更や成形条件の調整を行うことで、試作回数や開発期間を大幅に削減できます。

これらの取り組みは、材料科学とデジタル技術の融合により、より高品質で信頼性の高
い医療機器の生産を可能にします。



影響と展望

医療機器の精密成形における反り低減技術の進展は、業界に多大な利益をもたらしま
す。まず、製品の品質と信頼性が向上し、患者の安全性に直結します。次に、設計段階
での反り予測モデリングは、開発プロセスを劇的に効率化し、高価な金型の修正や再製
作の必要性を減らすことで、開発コストを大幅に削減します。さらに、市場投入までの
期間が短縮されることで、企業は競争優位性を確立しやすくなります。この技術は、特
に個別化医療や再生医療といった分野で、複雑な形状や微細構造を持つ医療機器の製造
を可能にし、新たな治療法の開発を後押しするでしょう。将来的には、AIと組み合わせ
た自動設計・シミュレーションシステムにより、さらに高度な反り制御と製品開発の加
速が期待され、医療機器産業のイノベーションを継続的に推進していく重要な要素とな
るでしょう。

元記事: https://eureka.patsnap.com/report-reducing-warpage-impact-on-precision-molded-medical-

devices

収集日: 2026年05月22日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://eureka.patsnap.com/report-reducing-warpage-impact-on-precision-molded-medical-devices
https://eureka.patsnap.com/report-reducing-warpage-impact-on-precision-molded-medical-devices


炭素繊維産業の進化：リサイクル、代替前駆体、低炭素製
造ルートへのシフト

概要

炭素繊維業界は、その卓越した強度と軽量性により、航空宇宙、自動車、スポーツ用
品など多様な分野で不可欠な材料として進化を続けています。近年では、材料のライ
フサイクル全体における環境負荷低減への意識が高まり、リサイクル炭素繊維の技術

開発が加速しています。また、より持続可能な製造を目指し、既存のポリアクリロニ
トリル（PAN）以外の代替前駆体材料の探索や、製造工程における低炭素化ルートの
確立にも重点が置かれています。これにより、炭素繊維は強度だけでなく、環境責任

も考慮された素材へと変貌を遂げています。

公開日 2026年05月15日  Jota Machinery  中国



詳細

背景

炭素繊維（Carbon Fiber, CF）は、その比類ない強度重量比と剛性から、航空宇宙、自
動車、風力エネルギー、スポーツ用品といった広範なハイテク産業で不可欠な戦略的材
料として認識されてきました。しかし、従来の炭素繊維の製造プロセスは、主にポリア
クリロニトリル（PAN）を前駆体として高温で熱処理を行うため、エネルギー消費が大
きく、生産コストも高額であるという課題を抱えていました。さらに、使用済み炭素繊
維複合材料のリサイクルが困難であることも、持続可能性の観点から大きな問題となっ
ていました。

主要な内容

炭素繊維業界は、これらの課題に対応し、より持続可能で経済的な製造エコシステムへ
と移行するため、複数の革新的な取り組みを加速させています。

リサイクル炭素繊維（rCF）の開発: 使用済み複合材料から炭素繊維を効率的に回収
し、元の機械的特性を維持したまま再利用する技術が急速に進展しています。熱分
解、溶剤分解、流動床炉などの手法が研究されており、航空宇宙グレードのrCFも登
場し始めています。

代替前駆体の探索: コストが高くエネルギー集約的なPANに代わる、リグニンやピッ
チといったバイオマス由来の低コストな代替前駆体材料の開発が進められています。
これにより、炭素繊維の製造コストを削減し、環境フットプリントを低減することが
期待されます。

低炭素製造ルートの確立: 炭素繊維製造プロセスにおけるエネルギー効率の向上や、
CO2排出量を抑制する新たな焼成技術、さらには再生可能エネルギーの活用など、製
造工程全体の低炭素化が図られています。

これらの取り組みにより、炭素繊維は単なる高性能材料としてだけでなく、そのライフ
サイクル全体における環境影響も考慮された「サステナブル高性能材料」として再定義
されつつあります。



影響と展望

炭素繊維産業におけるこれらの進化は、広範な産業分野に大きな影響をもたらすでしょ
う。リサイクル炭素繊維の普及は、材料コストの削減と資源の循環型利用を促進し、航
空宇宙や自動車分野でのCFRPの採用をさらに加速させます。代替前駆体からの製造
は、炭素繊維の市場価格をより手頃なものにし、これまでコストが障壁となっていた新
たな用途への展開を可能にするでしょう。また、製造工程の低炭素化は、企業のサステ
ナビリティ目標達成に貢献し、製品の環境価値を高めます。今後は、これらの技術がさ
らに成熟し、グローバルサプライチェーンに統合されることで、炭素繊維はより広範な
産業において、持続可能かつ高性能なソリューションの提供を強化していくと期待され
ています。これは、材料科学とエンジニアリングが持続可能な未来を築く上での重要な
役割を果たすことを示しています。

元記事: https://jotaintl.com/about-us/academy/carbon-fiber-history/

収集日: 2026年05月22日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://jotaintl.com/about-us/academy/carbon-fiber-history/


短鎖PFAS修飾ナノ材料を用いた撥水性綿織物の開発：代
替コーティングの戦略

概要

本研究では、環境規制が強化されている長鎖PFAS（有機フッ素化合物）に代わる、よ
り安全な撥水コーティングの開発を目指し、短鎖PFASで修飾されたAl2O3、MgO、
ZnOナノ材料を用いた撥水性綿織物が報告されています。この技術は、フッ素表面密

度を最大化しつつ、コーティング中の総フッ素含有量を最小限に抑えることを戦略と
しています。これにより、高性能な撥水性を維持しつつ、環境および健康リスクを低
減する新しいアプローチを提供します。

公開日 2026年05月20日  ACS Publications  グローバル



詳細

背景

パーフルオロアルキル化合物およびポリフルオロアルキル化合物（PFAS）は、優れた撥
水性、撥油性、耐汚染性を持つため、テキスタイル、包装、調理器具など様々な製品の
表面処理剤として広く利用されてきました。しかし、特に長鎖PFASは環境中で分解され
にくく、人々の健康や生態系への長期的な悪影響が懸念されるため、世界的にその使用
が厳しく規制され始めています。このため、高性能な撥水性を維持しつつ、環境負荷と
健康リスクを大幅に低減できる代替コーティング材料の開発が喫緊の課題となっていま
す。

主要な内容

本研究では、長鎖PFASの規制に対応するため、短鎖PFASで表面修飾されたAl2O3（酸化
アルミニウム）、MgO（酸化マグネシウム）、ZnO（酸化亜鉛）のナノ材料を用いた撥
水性綿織物の開発が詳細に報告されています。このアプローチの核心は、以下の戦略に
あります。

短鎖PFASの使用: 長鎖PFASよりも生体内蓄積性や環境残留性が低いとされる短鎖
PFASを採用することで、環境リスクを低減します。

ナノ材料による表面積最大化: Al2O3、MgO、ZnOといった無機ナノ粒子を短鎖PFAS

で修飾し、これを綿繊維表面に均一にコーティングすることで、微細な表面粗さを形
成します。これにより、微量のフッ素修飾であっても、水滴との接触角を高く保ち、
優れた超撥水性を実現します。

フッ素含有量の最小化: ナノ材料を介してフッ素を表面に集中させることで、コーテ
ィング全体のフッ素使用量を大幅に削減しつつ、高い撥水性能を維持します。

実験では、これらのナノ材料で処理された綿織物が、耐久性と洗濯耐性にも優れること
が示されており、実用的な応用への道を開いています。



影響と展望

短鎖PFAS修飾ナノ材料を用いた撥水性綿織物の開発は、テキスタイル産業における環境
配慮型高性能材料の創出に大きな影響をもたらすでしょう。この技術は、現在の長鎖
PFAS規制という課題に対し、現実的かつ効果的な代替ソリューションを提供します。環
境負荷を低減しつつ、アパレル、アウトドア用品、医療用テキスタイルなど、撥水性が
不可欠な製品の性能を維持できるため、消費者の安全性と企業の持続可能性目標達成に
貢献します。今後は、さらに耐久性の向上、製造プロセスのスケールアップとコスト効
率化、そして他の繊維材料への適用可能性の評価が焦点となるでしょう。この研究は、
材料科学とナノテクノロジーが環境問題解決に果たす重要な役割を示しており、より安
全で持続可能なフッ素系材料の未来を切り拓くものと期待されます。

元記事: https://pubs.acs.org/doi/10.1021/acsapm.6c00962

収集日: 2026年05月22日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://pubs.acs.org/doi/10.1021/acsapm.6c00962


AIが材料科学を変革：研究パラダイムの転換

概要

人工知能（AI）は、材料科学研究に画期的な変革をもたらしており、特にベイズ最適
化のような手法は、原子層堆積、ポリマー配合、有機合成といったプロセスにおい

て、必要な実験数を大幅に削減しています。AI駆動型の実験最適化戦略は、多様な材
料システムにおいて、従来の発見プロセスを根本的に変革する可能性を秘めていま
す。これにより、新材料の開発サイクルが短縮され、より効率的でターゲットを絞っ

た研究が可能となっています。

公開日 2026年05月20日  ACS Publications (Journal: Chemical Reviews)  グローバル



詳細

背景

材料科学の進歩は、現代社会の技術革新の基盤であり、高性能な新材料の発見と開発
は、エネルギー、医療、エレクトロニクスといった多岐にわたる分野で不可欠です。し
かし、伝統的な材料研究は、膨大な実験と試行錯誤に依存しており、非常に時間とコス
トがかかるプロセスでした。複雑な材料系の探索空間は広大であり、人間の直感や経験
だけでは最適な材料を効率的に見つけることは困難です。このような背景から、データ
駆動型のアプローチと計算科学の融合が強く求められるようになりました。

主要な内容

人工知能（AI）は、材料科学研究のパラダイムを根本的に変革する強力なツールとして
浮上しています。特に、機械学習（Machine Learning）や深層学習（Deep Learning）
アルゴリズムは、既存の材料データから複雑なパターンと相関関係を学習し、未知の材
料特性を予測する能力を持っています。本研究では、特に以下の点に焦点を当ててAIの
応用を強調しています。

ベイズ最適化（Bayesian Optimization）: この手法は、実験空間の探索とモデルの
更新を効率的に行い、目的の材料特性を達成するために必要な実験回数を劇的に削減
します。原子層堆積（ALD）プロセスの条件最適化、ポリマーの複雑な配合設計、有
機合成反応の効率化などに応用され、成功を収めています。

データ駆動型設計: 大規模な材料データベースとAIを組み合わせることで、特定の性
能要件を満たす材料の組成や構造を予測・設計することが可能になります。これによ
り、従来の仮説駆動型アプローチでは見落とされがちだった新たな材料候補を効率的
に発見できます。

高スループットスクリーニングの加速: 実験データとシミュレーションデータを統合
し、AIが次に行うべき実験をインテリジェントに提案することで、材料スクリーニン
グの速度と効率が飛躍的に向上します。

これらのAI駆動型戦略は、特に複数の変数と複雑な相互作用を持つ材料システムにおい
て、その真価を発揮します。



影響と展望

AIが材料科学にもたらす影響は計り知れません。まず、新材料の開発サイクルが大幅に
短縮され、市場投入までの時間が劇的に加速されます。これは、グローバルな競争力を
高める上で極めて重要です。次に、AIによる高精度な予測と最適化は、研究開発のコス
トを削減し、資源の有効活用に貢献します。さらに、AIは人間の科学者が見過ごしがち
な隠れたパターンや関係性を発見する能力を持ち、全く新しい種類の材料や機能を発見
する可能性を秘めています。将来的には、AIとロボット工学を組み合わせた自律的な材
料発見システムが実現され、人間が関与することなく新材料の探索、合成、特性評価、
最適化を行う「ラボの自動化」が進むと予測されます。これにより、材料科学研究は新
たなフロンティアへと突入し、未来の技術革新を支える基盤をより強固なものとするで
しょう。

元記事: https://pubs.acs.org/doi/10.1021/acs.chemrev.6c00012

収集日: 2026年05月22日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://pubs.acs.org/doi/10.1021/acs.chemrev.6c00012


PGA樹脂市場規模は2032年までに7.14億米ドルへ、
CAGR23.4%で拡大

概要

本記事はQYResearchが発行した市場調査レポートの概要紹介です。このレポートは、
2032年までにPGA樹脂（ポリグリコール酸樹脂）市場が7億1,400万米ドルに達すると
予測しています。PGA樹脂は、高いガスバリア性能、強度、優れた生分解特性を持つ

次世代バイオマテリアルとして注目されており、予測期間中に年平均成長率（CAGR）
23.4%という顕著な速度で市場が拡大すると見込まれています。脱炭素政策、サステナ
ブル包装需要、バイオマス材料市場の拡大が主な成長要因です。

公開日 2026年05月18日  QYResearch  グローバル



詳細

本記事はQYResearchが発行した市場調査レポートの概要紹介です。

レポート概要

QYResearchの最新市場調査レポートは、PGA樹脂（ポリグリコール酸樹脂）のグローバ
ル市場を2032年までの期間で詳細に分析しています。このレポートは、PGA樹脂が持つ
ユニークな特性が、どのように様々な産業分野での採用を推進しているかを評価してい
ます。特に、環境規制の強化と持続可能な材料への需要増加が市場成長に与える影響、
主要なアプリケーション分野、技術革新、そして競争環境が深く掘り下げられていま
す。対象地域は主要な世界市場をカバーしています。

主要な調査結果

本レポートの主要な調査結果によれば、PGA樹脂市場は予測期間中に非常に高い成長率
を記録すると見込まれています。主な数値予測と市場を牽引する要因は以下の通りで
す。

市場規模予測: PGA樹脂市場は、2032年までに7億1,400万米ドルに達すると予測され
ています。

高成長率: 予測期間中（具体的な期間はレポートを参照）の年平均成長率（CAGR）
は23.4%であり、これは非常にダイナミックな市場拡大を示唆しています。

主要な特性: PGA樹脂は、優れたガスバリア性能（酸素や水蒸気透過に対する高抵
抗）、高い機械的強度、そして医療用途にも適した優れた生分解特性を兼ね備えてい
ます。

成長要因: 世界的な脱炭素政策の推進、環境に配慮したサステナブル包装材料への需
要増加、およびバイオマス材料市場全体の拡大が、PGA樹脂の市場投資を加速させて
います。

主要な応用分野: 食品包装（特に鮮度保持が求められる用途）、医療材料（縫合糸、
薬物放出デバイスなど）、石油・ガス開発（シェールガス採掘におけるフラクチャリ
ングボールなど）といった高付加価値分野での重要性が高まっています。



発行会社について

QYResearchは、グローバル市場に関する詳細な調査レポートを提供する世界有数の市場
調査会社です。同社は、化学・材料、エレクトロニクス、自動車、医療など多岐にわた
る産業分野において、市場規模、トレンド、競争環境、技術動向に関する深い洞察を提
供しています。QYResearchのレポートは、企業が戦略的な意思決定を行い、市場機会を
特定し、持続的な成長を達成するための重要な情報源として広く利用されています。

元記事: https://note.com/qy_research/n/nd57064484d11

収集日: 2026年05月22日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://note.com/qy_research/n/nd57064484d11


ポリマー支援による機能性ナノ材料設計：エネルギー貯蔵
と電気化学応用

概要

ポリマーは、エネルギー貯蔵および電気化学システム向けの機能性ナノ材料の設計に
新たな機会をもたらしており、その重要性が高まっています。ポリマーは、ナノ材料
の構造を精密に制御するための構造指向剤、電荷輸送を促進する導電性マトリック

ス、電極材料を安定化するバインダー、そして界面特性を最適化する修飾剤として多
機能に活用されています。これにより、次世代のスーパーキャパシタ、バッテリー、
エレクトロクロミックシステムなどの開発が加速され、材料科学の新たなフロンティ

アが開かれています。

公開日 2026年05月14日  MDPI  スイス



詳細

背景

現代社会は、持続可能なエネルギー源と効率的なエネルギー貯蔵システムの開発に大き
く依存しています。特に、小型化、高出力化、長寿命化が求められるバッテリー、スー
パーキャパシタ、燃料電池などの電気化学デバイスの性能向上は、モバイル技術、電気
自動車、再生可能エネルギー貯蔵において不可欠です。これらのデバイスの性能を決定
する鍵となるのが、電極材料や電解質に用いられる機能性ナノ材料です。しかし、ナノ
材料を効果的に構造化し、安定させ、その電気化学的性能を最大限に引き出すために
は、革新的なアプローチが求められていました。

主要な内容

ポリマーは、エネルギー貯蔵および電気化学アプリケーション向け機能性ナノ材料の設
計において、多岐にわたる重要な役割を果たしています。この分野におけるポリマーの
活用は、主に以下の機能に集約されます。

構造指向剤（Structure-directing agents）: ポリマーは、ナノ粒子の成長や自己組織
化を制御し、特定の形態や多孔質構造を持つナノ材料を形成するためのテンプレート
として機能します。これにより、表面積の最大化や反応サイトの最適化が図られま
す。

導電性マトリックス（Conductive matrices）: 導電性ポリマーは、電気化学的に活
性なナノ材料を埋め込むことで、電子の移動経路を提供し、電極の導電性を大幅に向
上させます。これにより、高速充放電特性や高出力密度が実現されます。

バインダー（Binders）: ポリマーは、電極材料（例えば活性物質や導電助剤）を物
理的に結合し、電極の機械的安定性と一体性を保つ上で不可欠です。適切なバインダ
ーは、サイクル安定性と耐久性を向上させます。

界面修飾剤（Interfacial modifiers）: ポリマーは、電極と電解質の界面に薄い層を
形成し、電荷移動の効率を最適化したり、望ましくない副反応を抑制したりすること
で、デバイス全体の性能と寿命を改善します。

これらの多機能性を活用することで、グラフェン、カーボンナノチューブ、金属酸化物
などのナノ材料を基盤とした次世代のスーパーキャパシタ、リチウムイオンバッテリ
ー、エレクトロクロミックデバイスの開発が加速しています。



影響と展望

ポリマー支援による機能性ナノ材料設計の進展は、エネルギー貯蔵および電気化学の分
野に革命をもたらす可能性を秘めています。この技術は、より小型で軽量、高出力、そ
して長寿命なデバイスの実現を可能にし、電気自動車の航続距離延伸、ポータブル電子
機器のバッテリー寿命延長、再生可能エネルギーグリッドの安定化など、広範な応用分
野に恩恵をもたらすでしょう。また、ポリマーの多様な化学的性質と構造的柔軟性を利
用することで、特定のアプリケーション要件に合わせた材料のカスタマイズが容易にな
ります。今後は、より環境に配慮したバイオベースポリマーの採用、自己修復機能を持
つポリマーの開発、AIを用いた材料設計の加速などが研究の焦点となり、持続可能で高
性能な未来のエネルギーシステム構築に向けた重要な貢献が期待されます。

元記事: https://www.mdpi.com/journal/polymers/special_issues/H7H1H1UU3M

収集日: 2026年05月22日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.mdpi.com/journal/polymers/special_issues/H7H1H1UU3M


Americhem、高機能合金プラットフォームを発表

概要

Americhemは、厳しい条件下での性能バランスを最適化した高機能合金（HPA）プラ
ットフォームを発表しました。この新材料システムは、強靭性、耐薬品性、耐久性、

加工性といった従来の高性能ポリマー特性間のトレードオフを解消するため、相補的
なポリマー化学を統合します。医療機器、輸送、電子機器、産業システムなど、複数
の性能要件が同時に求められる多様なアプリケーションに対応可能です。このプラッ

トフォームは、製品設計の自由度を大幅に向上させ、より高性能で信頼性の高い製品
開発を可能にすると期待されています。

公開日 2026年05月20日  Americhem  アメリカ



詳細

背景と課題

高分子材料の分野では、特定の高性能ポリマーが優れた特性を示す一方で、強靭性、耐
薬品性、耐久性、加工性といった複数の要求特性を同時に高いレベルで満たすことは困
難でした。特に過酷な使用環境下では、これらの特性間にはトレードオフの関係が存在
し、設計者は妥協を強いられることが多々ありました。

主要な発表内容

Americhemが新たに発表した高機能合金（HPA）プラットフォームは、この長年の課題
に対する革新的なソリューションを提供します。このプラットフォームは、異なるポリ
マー化学を相補的に統合することで、単一材料システム内で多様な性能要件を両立させ
ることが可能です。これにより、従来の高性能ポリマーが抱えていた特性間のトレード
オフを効果的に解消します。

具体的な特徴は以下の通りです。

優れた性能バランス: 強靭性、耐薬品性、耐久性、加工性を高次元でバランスさせ
る。

過酷な環境耐性: 高温、高圧、腐食性物質といった厳しい条件下でも安定した性能を
維持。

多様なアプリケーション: 医療機器、輸送、電子機器、産業用システムなど、多岐に
わたる分野での利用が想定される。

業界への影響と展望

このHPAプラットフォームの導入は、製品設計の自由度を大幅に向上させ、より高性能
で信頼性の高い製品開発を可能にします。例えば、医療機器分野では、生体適合性と滅
菌耐性の両立が求められる用途で、より安全で長寿命なデバイスの実現に貢献します。
また、輸送分野では、軽量化と高強度化を両立させ、燃費向上や安全性強化に寄与する
でしょう。Americhemは、このプラットフォームを通じて、顧客が直面する複雑な材料
課題を解決し、市場における競争優位性を確立することを目指しています。今後、この
技術が様々な産業分野で新たな材料標準を確立する可能性を秘めています。



元記事: https://www.americhem.com/news/americhem-launches-high-performance-alloy-platform/

収集日: 2026年05月22日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.americhem.com/news/americhem-launches-high-performance-alloy-platform/


富士フイルム、ECTC 2026でPFASフリーPBO半導体パッ
ケージング材料を発表

概要

富士フイルムは、エレクトロニック・コンポーネンツ・アンド・テクノロジー・カン
ファレンス（ECTC 2026）で、半導体パッケージングにおける最新の研究成果とPFAS

フリーのポリベンゾオキサゾール（PBO）材料を発表します。これらの材料は、パワ

ー半導体から高性能AIまで、幅広い半導体パッケージング工程で絶縁層として活用さ
れます。PFAS規制強化と顧客ニーズの高まりに応えるため、環境負荷の低いソリュー
ションを提供し、半導体サプライチェーンにおける環境負荷の低減に貢献します。

公開日 2026年05月21日  富士フイルム株式会社  日本



詳細

半導体パッケージングにおける材料の重要性

現代の半導体産業では、デバイスの高性能化と小型化が進むにつれて、パッケージング
材料に求められる要求も高度化しています。特に、絶縁層は電気的特性、耐熱性、機械
的安定性など、多岐にわたる機能が不可欠です。ポリベンゾオキサゾール（PBO）は、
その優れた熱的・機械的特性から、半導体パッケージングの主要な絶縁材料として広く
使用されてきました。

PFASフリーPBO材料の開発

近年、有機フッ素化合物（PFAS）は、環境および健康への影響が懸念され、世界的にそ
の使用が規制されつつあります。これに対し、富士フイルムはECTC 2026において、
PFASを一切含まない新たなPBO材料を発表します。この新開発のPBOは、従来のPBOが
持つ優れた特性を維持しつつ、PFASフリーを実現した画期的なソリューションです。こ
れにより、半導体サプライチェーンにおける環境負荷の低減に貢献します。

主要な特徴は以下の通りです。

PFASフリー: 環境規制に対応し、持続可能な材料ソリューションを提供。

高性能: 従来のPBO材料と同等以上の電気的絶縁性、熱安定性、機械的強度を保持。

幅広い適用範囲: パワー半導体、高性能AIプロセッサ、その他の先端ロジックチップ
など、多様な半導体デバイスの絶縁層として利用可能。

優れた加工性: 半導体パッケージングの複雑なプロセスに対応する優れた塗布・硬化
特性。



技術的意義と市場への影響

このPFASフリーPBO材料の導入は、半導体業界にとって重要な転換点となります。環境
規制の遵守はもちろんのこと、サプライチェーン全体の持続可能性を高め、顧客からの
環境配慮型材料への要求に応えるものです。特に、自動車、データセンター、モバイル
機器など、高性能半導体が不可欠な分野では、信頼性と環境性能を両立させたパッケー
ジングソリューションへの需要が高まっています。富士フイルムのこの技術は、次世代
半導体の開発を加速し、より環境に優しいエレクトロニクス産業の発展に大きく貢献す
ると期待されます。

元記事: https://www.fujifilm.com/us/en/news/fujifilm-presents-latest-advanced-packaging-research-

results-and-will-introduce-pfas-free-pbo-at-ectc-2026

収集日: 2026年05月22日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.fujifilm.com/us/en/news/fujifilm-presents-latest-advanced-packaging-research-results-and-will-introduce-pfas-free-pbo-at-ectc-2026
https://www.fujifilm.com/us/en/news/fujifilm-presents-latest-advanced-packaging-research-results-and-will-introduce-pfas-free-pbo-at-ectc-2026


SABIC、エチレン生産におけるCO2排出基準を強化し持続
可能な調達を推進

概要

SABICは「持続可能な調達ホワイトペーパー2026年版」を更新し、新たに建設される
エチレンクラッカーに対し、エチレン1トンあたりのCO2排出量を0.85トン以下に制限
する新基準を義務付けました。これは、SABICがサプライチェーン全体の持続可能性目

標を強化するコミットメントを示すものです。この基準は、エンジニアリング・調
達・建設（EPC）企業および炉メーカーに大きな影響を与え、より環境効率の高い技術
への移行を促します。石油化学産業全体の脱炭素化を推進する上で重要なベンチマー

クとなります。

公開日 2026年05月18日  SABIC  サウジアラビア



詳細

背景：高分子産業における排出削減の必要性

石油化学産業は、高分子材料の主要な原料であるエチレンの生産において、多大なエネ
ルギーを消費し、CO2を排出する産業です。地球温暖化対策と持続可能な社会への移行
が世界的な課題となる中、主要な化学メーカーは、サプライチェーン全体での環境負荷
低減に取り組むことが求められています。エチレン生産の効率化と脱炭素化は、この取
り組みの重要な柱となっています。

SABICによる排出基準の強化

世界的な石油化学企業であるSABICは、「持続可能な調達ホワイトペーパー2026年版」
を改訂し、エチレン生産における新たなCO2排出基準を導入しました。この改訂によ
り、今後新規に稼働を開始するエチレンクラッカーには、エチレン1トンあたり0.85ト
ンCO2以下の排出強度が義務付けられます。これは、業界で設定されている既存の排出
基準と比較しても厳格な数値目標であり、SABICの環境に対する強いコミットメントを
明確に示しています。

この新基準の主なポイントは以下の通りです。

厳格な目標設定: エチレン1トンあたりのCO2排出量を0.85トン以下に制限。

対象: 新規建設されるエチレンクラッカー設備。

目的: サプライチェーン全体での環境性能向上と脱炭素化の加速。

業界への影響と展望

SABICの新基準は、エチレンプラントの設計・建設に関わるEPC企業や、加熱炉などの
主要設備を供給するメーカーに対し、大きな技術革新と投資を促すことになります。よ
りエネルギー効率の高いプロセス技術、排出削減技術（例: 電気加熱炉、CCUS対応設
計）、および再生可能エネルギーの導入が加速されるでしょう。これは、石油化学産業
全体の脱炭素化を推進する上で重要なベンチマークとなり、他の企業にも同様の基準導
入を促す可能性があります。SABICのリーダーシップは、持続可能な高分子産業への移
行を加速し、長期的な環境目標達成に貢献すると期待されます。

元記事:



https://www.globalmarketbase.com/news/Large_Petrochemical_Plants/Ethylene_Crackers/SABIC_Updates_2026

収集日: 2026年05月22日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.globalmarketbase.com/news/Large_Petrochemical_Plants/Ethylene_Crackers/SABIC_Updates_2026_Green_Procurement_White_Paper.html


AMC、AI半導体パッケージング向け反り防止材料を2026
年下半期に量産開始

概要

台湾の先進半導体材料サプライヤーであるAlliance Material Co. (AMC)は、AIチップ需
要拡大に対応するため、反り防止バランスフィルム材料の顧客検証が完了し、2026年
下半期に量産を開始する見込みと発表しました。この動きは、TSMCサプライチェーン

における先進パッケージング技術の進化を支えるものであり、AI半導体市場の成長に
不可欠な材料供給を強化します。高集積化が進む先進パッケージング技術の信頼性と
歩留まりを向上させ、AIチップの安定供給とコスト効率の改善に直結すると期待され

ます。

公開日 2026年05月22日  digitimes  台湾



詳細

AI半導体における先進パッケージングの課題

人工知能（AI）チップの高性能化に伴い、半導体パッケージング技術は飛躍的な進化を
遂げています。特に、HBM（High Bandwidth Memory）を統合したCoWoS（Chip-on-
Wafer-on-Substrate）などの2.5D/3Dパッケージング技術では、複数のチップを積層す
るため、熱応力による反り（warpage）が深刻な課題となります。この反りは、製造歩
留まりの低下やデバイスの信頼性問題を引き起こすため、効果的な対策が求められてい
ます。

AMCの反り防止材料と量産計画

台湾の先進半導体材料メーカーであるAlliance Material Co. (AMC) は、この課題に対応
するため、革新的な反り防止バランスフィルム材料の開発を進めてきました。同社は、
この材料が顧客による最終検証段階に入り、2026年下半期には量産体制を確立する見込
みであることを発表しました。このバランスフィルムは、積層型パッケージングにおけ
る熱応力を緩和し、チップとパッケージ基板間の界面での反りを抑制することを目的と
しています。

主な技術的特徴は以下の通りです。

熱膨張係数（CTE）の精密制御: パッケージ内の異なる材料間のCTEミスマッチを最小
化。

高い機械的安定性: 製造プロセス中の温度変化や物理的応力に対する耐性を強化。

薄膜化技術: パッケージ全体の厚みを抑え、高性能化・小型化に貢献。

TSMCサプライチェーンへの貢献: 世界最大のファウンドリの先進パッケージング需
要をサポート。



技術的意義と市場への影響

AMCによる反り防止材料の量産開始は、AI半導体産業にとって極めて重要な意味を持ち
ます。この技術は、高集積化が進む先進パッケージング技術の信頼性と歩留まりを向上
させ、AIチップの安定供給とコスト効率の改善に直結します。特に、自動運転、クラウ
ドコンピューティング、エッジAIなど、高性能AIが不可欠な分野での応用が加速するで
しょう。台湾の半導体エコシステムが、最先端材料技術でグローバルなAI技術革新を支
える役割を一層強化することを示しています。

元記事: https://www.digitimes.com/news/a20260522PD201/materials-tsmc-packaging-production-

2026.html

収集日: 2026年05月22日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.digitimes.com/news/a20260522PD201/materials-tsmc-packaging-production-2026.html
https://www.digitimes.com/news/a20260522PD201/materials-tsmc-packaging-production-2026.html


Syensqo、衛生器具向けに安全性と耐久性を高めた新高機
能ポリアミド樹脂を発表

概要

Syensqoは、衛生器具のサーモスタットバルブボディ向けに、安全性と耐久性を向上さ
せた新樹脂「Omnix® DW-4650」を発表しました。この高機能ポリアミドコンパウン
ドは、優れた耐凍結性、高い機械的強度、長期耐久性を提供し、金属部品の代替とし

てコスト削減と性能向上に貢献します。住宅および商業施設の衛生システムにおける
信頼性を高めることを目指しています。

公開日 2026年04月16日  Syensqo  ベルギー



詳細

衛生器具における材料の進化

住宅や商業施設で使用される衛生器具、特に給湯システム内のサーモスタットバルブボ
ディには、安全性、信頼性、そして長期的な耐久性が求められます。従来の金属製部品
は性能面で信頼性がありましたが、腐食、重量、製造コストなどの課題を抱えていまし
た。高機能ポリマーはこれらの課題を解決する代替材料として注目されています。

Syensqoの新しい高機能ポリアミド「Omnix® DW-4650」

ベルギーに拠点を置く材料科学企業Syensqoは、衛生器具市場向けに革新的な高機能ポ
リアミドコンパウンド「Omnix® DW-4650」を発表しました。この新樹脂は、サーモス
タットバルブボディ用途に特化して設計されており、以下のような特長を備えていま
す。

優れた耐凍結性: 寒冷地での配管凍結による破損リスクを低減。

高い機械的強度: 高水圧や物理的ストレスに耐える構造的完全性。

長期耐久性: 腐食や劣化に強く、長期間にわたる安定した性能を保証。

加工性向上: 複雑な形状の部品も効率的に製造可能。

コスト削減: 金属加工に比べ、材料費および加工費の低減に貢献。

市場への影響と将来展望

「Omnix® DW-4650」の導入は、衛生器具市場において金属からプラスチックへの置き
換えをさらに加速させる可能性を秘めています。この樹脂は、住宅用途だけでなく、ホ
テル、病院、公共施設といった商業施設での採用も期待されます。これにより、製品の
軽量化、設置の簡素化、そして製造プロセスの効率化が実現し、結果として全体的なシ
ステムコストの削減に繋がります。Syensqoは、この材料が衛生器具の性能基準を引き
上げ、より安全で持続可能な水供給システム構築に貢献すると見ています。

元記事: https://www.syensqo.com/en/press-release/syensqo-introduces-safer-stronger-resin-

thermostatic-valve-bodies-sanitary-fittings

収集日: 2026年05月22日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.syensqo.com/en/press-release/syensqo-introduces-safer-stronger-resin-thermostatic-valve-bodies-sanitary-fittings
https://www.syensqo.com/en/press-release/syensqo-introduces-safer-stronger-resin-thermostatic-valve-bodies-sanitary-fittings


Syensqo、自動車向け次世代デザインを可能にする耐久性
半透明ポリプロピレン安定剤を発表

概要

ベルギーのSyensqoは、自動車内装・外装における半透明ポリプロピレン（PP）の適
用拡大を可能にする新安定剤シリーズ「CYASORB CYXTRA V9800・V9100」を発表し
ました。この技術は、PPの紫外線（UV）曝露や熱に対する感受性を大幅に改善し、次

世代自動車デザインが求める厳しい耐候性・耐熱老化要件を満たします。これによ
り、自動車メーカーはデザインの自由度を高め、持続可能な材料ソリューションを活
用できるようになります。

公開日 2026年04月15日  Syensqo  ベルギー



詳細

自動車産業における材料の課題とポリプロピレンの可能性

自動車産業では、デザインの多様化、軽量化、コスト効率の向上が常に求められていま
す。ポリプロピレン（PP）は、その軽量性、加工性、低コストから自動車部品に広く利
用されていますが、紫外線（UV）曝露や高温環境下での劣化に対する感受性が課題で
した。特に、内装や外装のデザインにおいて半透明性や耐久性が求められる場合、PPの
適用範囲は限定的でした。

Syensqoの革新的な安定剤シリーズ「CYASORB CYXTRA V9800・V9100」

Syensqoは、この課題を克服するために、新しい高性能安定剤シリーズ「CYASORB

CYXTRA V9800」および「CYXTRA V9100」を発表しました。これらの安定剤は、ポリプ
ロピレンの耐候性および耐熱老化性を飛躍的に向上させ、半透明PPを自動車のより幅広
い用途で安全かつ長期的に使用することを可能にします。

主な技術的特長は以下の通りです。

UV耐性の向上: 長時間の屋外曝露下でも色褪せや物性劣化を抑制。

耐熱老化性の強化: エンジンルーム周辺などの高温環境下でも材料の安定性を維持。

半透明性の保持: 高いデザイン自由度を可能にするクリアな外観を維持。

幅広いPPグレードへの適用: 様々な種類のポリプロピレン樹脂との優れた相溶性。

技術的意義と自動車産業への影響

この新しい安定剤シリーズの導入は、自動車メーカーにとってデザインの制約を大幅に
緩和し、より革新的で魅力的な内装および外装デザインの実現を可能にします。半透明
PPの適用拡大は、視覚的な軽快感や先進感を演出し、機能性と美観を両立させる新たな
デザインコンセプトを創出します。また、PPの耐久性向上は、部品の長寿命化とリサイ
クル性の向上にも貢献し、自動車産業の持続可能性目標達成をサポートします。
Syensqoのこの技術は、次世代自動車のデザインと材料ソリューションにおいて、新た
な標準を確立する可能性を秘めています。

元記事: https://www.syensqo.com/en/press-release/syensqo-unlocks-durable-translucent-

https://www.syensqo.com/en/press-release/syensqo-unlocks-durable-translucent-polypropylene-next-generation-automotive-design


polypropylene-next-generation-automotive-design

収集日: 2026年05月22日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.syensqo.com/en/press-release/syensqo-unlocks-durable-translucent-polypropylene-next-generation-automotive-design


Evonik、CHINAPLAS 2026で高性能ポリマーとプラスチ
ック添加剤の革新技術を展示

概要

Evonikは、CHINAPLAS 2026において、エネルギー転換、低空経済、水素産業、スマー
ト製造、ヘルスケア、循環経済といった重点分野における革新的な高性能ポリマーと
プラスチック添加剤を展示すると発表しました。特に、新エネルギー車モーター向け

のPEEK角型マグネットワイヤーラボが稼働を開始し、電動モビリティ、個別化医療、
先進製造、循環型プラスチックといった戦略的成長分野に注力しています。同社の展
示は、高性能材料とプラスチック添加剤のポートフォリオが世界の産業変革のニーズ

に合わせて積極的に再構築されていることを示しています。

公開日 2026年04月09日  Evonik  ドイツ



詳細

ポリマー技術の変革期におけるEvonikの戦略

現代社会は、エネルギー転換、持続可能性、デジタル化といった大きな潮流に直面して
おり、これに伴い高分子材料に対する要求も大きく変化しています。Evonikは、これら
のグローバルなメガトレンドに対応するため、高性能ポリマーとプラスチック添加剤の
分野で継続的な技術革新を進めています。特に、中国市場はこれらのトレンドをリード
する地域の一つであり、同社はCHINAPLAS 2026での展示を通じて、その最新の取り組
みを世界に示します。

CHINAPLAS 2026での主要展示内容

Evonikは、CHINAPLAS 2026で以下の重点分野における革新的なソリューションを紹介
します。

エネルギー転換: 新エネルギー車（NEV）向けの高性能材料、例えばモーター用の
PEEK角型マグネットワイヤーなどが含まれます。同社のラボが既に稼働を開始して
おり、電動モビリティの効率と信頼性向上に貢献します。

低空経済・水素産業: ドローンや航空機などの軽量化材料、水素貯蔵・輸送システム
向けの高機能ポリマーソリューション。

スマート製造: 3Dプリンティング用高性能フィラメントや、自動化プロセスに適応す
る材料技術。

ヘルスケア: 個別化医療デバイスや医薬品パッケージング向けの生体適合性ポリマ
ー。

循環経済: リサイクル性向上添加剤、バイオベースポリマー、生分解性プラスチック
など、持続可能なプラスチックソリューション。

これらの製品と技術は、顧客が直面する複雑な課題を解決し、より持続可能で高性能な
製品開発を支援することを目指しています。



技術的意義と市場への影響

Evonikの展示は、同社が高性能材料とプラスチック添加剤のポートフォリオを、世界の
産業変革のニーズに合わせて積極的に再構築していることを示しています。特に、新エ
ネルギー車向けのPEEK角型マグネットワイヤーのような技術は、電動モーターの小型化
と高効率化を可能にし、電気自動車の航続距離延長や性能向上に直接貢献します。ま
た、循環経済への注力は、プラスチック廃棄物問題へのグローバルな対応を加速させ、
持続可能な材料サプライチェーンの構築に寄与します。Evonikのこれらの革新は、化学
産業が未来の課題を解決するための重要な役割を担っていることを強調するものです。

元記事: https://www.evonik.com/en/news/press-releases/2026/04/Evonik-displays-its-latest-solutions-

at-CHINAPLAS-2026.html

収集日: 2026年05月22日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.evonik.com/en/news/press-releases/2026/04/Evonik-displays-its-latest-solutions-at-CHINAPLAS-2026.html
https://www.evonik.com/en/news/press-releases/2026/04/Evonik-displays-its-latest-solutions-at-CHINAPLAS-2026.html


PatSnap、繊維強化熱可塑性複合材料の2026年以降の5つ
の新興トレンドを分析

概要

PatSnapは、繊維強化熱可塑性複合材料（FRTC）が、リサイクル義務化、処理サイク
ル短縮、軽量化ニーズを背景に、航空宇宙・自動車・エネルギー分野で熱硬化性複合
材料に急速に置き換わっている現状を分析しました。2026年以降の主要な5つの新興

トレンドとして、軌道上製造、高性能半結晶マトリックスブレンド、反応性ゴム強化
による耐衝撃性向上、3Dプリンティング用連続繊維熱可塑性フィラメント、シミュレ
ーション駆動型デジタルツインを挙げています。これらのトレンドは、FRTCが単なる

代替材料から、革新的な産業ソリューションの中核へと進化していることを示してい
ます。

公開日 2026年04月17日  PatSnap  グローバル



詳細

高機能複合材料市場の転換点

航空宇宙、自動車、エネルギーといった高性能が求められる産業分野では、軽量性、高
強度、耐久性を兼ね備えた複合材料の利用が不可欠です。これまで熱硬化性複合材料が
主流でしたが、環境規制の強化によるリサイクル義務化、製造プロセスの効率化（処理
サイクルの短縮）、そして一層の軽量化要求の高まりを受け、繊維強化熱可塑性複合材
料（FRTC）への関心が急速に高まっています。

PatSnapが提唱するFRTCの5つの新興トレンド

知的財産分析企業のPatSnapは、FRTC市場の動向を深く掘り下げ、2026年以降に注目す
べき5つの主要な新興トレンドを特定しました。これらのトレンドは、FRTCが今後どの
ように進化し、産業応用が拡大していくかを示唆しています。

1. 軌道上製造（In-orbit Manufacturing）: 宇宙空間での部品製造にFRTCが利用されるこ
とで、ロケット打ち上げ時の制約緩和や宇宙構造物の大型化・複雑化が可能になりま
す。

2. 高性能半結晶マトリックスブレンド（High-performance Semi-crystalline Matrix

Blends）: 半結晶性熱可塑性樹脂のブレンド技術により、耐熱性、機械的強度、耐薬品
性がさらに向上し、極限環境下での応用が拡大します。

3. 反応性ゴム強化による耐衝撃性向上（Impact Resistance Enhancement via Reactive

Rubber Toughening）: 複合材料の脆性という弱点を克服するため、反応性ゴムを導入
することで、優れた耐衝撃性を実現し、安全性が求められる用途での採用が加速しま
す。

4. 3Dプリンティング用連続繊維熱可塑性フィラメント（Continuous Fiber

Thermoplastic Filaments for 3D Printing）: 連続繊維を内包する熱可塑性フィラメン
トが3Dプリンティングに利用されることで、複雑な形状の高性能部品をオンデマンドで
製造することが可能になり、設計の自由度が大幅に向上します。

5. シミュレーション駆動型デジタルツイン（Simulation-driven Digital Twins）: 材料設
計から製造、運用に至るライフサイクル全体でデジタルツイン技術を活用し、シミュレ
ーションと実データを統合することで、材料の挙動予測精度と開発効率が向上します。



技術的意義と将来展望

これらのトレンドは、FRTCが単なる代替材料から、革新的な産業ソリューションの中核
へと進化していることを示しています。特に、宇宙産業における軌道上製造や、3Dプリ
ンティングによるオンデマンド製造は、製造プロセスの根本的な変革をもたらす可能性
を秘めています。FRTCの技術的進歩は、持続可能性、効率性、そして高性能化という現
代の産業が直面する主要な課題に対する強力な解答を提供し、次世代の製品開発と産業
構造の変革を牽引するでしょう。

元記事: https://www.patsnap.com/resources/blog/articles/fiber-reinforced-thermoplastic-composites-

2026-trends/

収集日: 2026年05月22日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.patsnap.com/resources/blog/articles/fiber-reinforced-thermoplastic-composites-2026-trends/
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PolyNext会議、AIがポリマー研究開発を再構築する可能
性を強調

概要

PolyNext Conferenceでは、人工知能（AI）がポリマーの研究開発（R&D）領域を根本
的に変革する可能性が強調されました。会議では、AIを活用した材料の高速発見、ポ
リマー設計の最適化、製造プロセスの効率化に関する議論が展開されました。特に、

機械学習による材料特性予測やデータ駆動型合成アプローチの導入が、ポリマー産業
におけるイノベーションの加速に寄与すると指摘されました。AIはポリマーR&Dの新
たなフロンティアを切り拓く戦略的推進力として位置づけられています。

公開日 2026年04月14日  PolyNext Conference  グローバル



詳細

ポリマー研究開発の現状と課題

ポリマー科学は、自動車、エレクトロニクス、医療、包装など、多岐にわたる産業の基
盤を支える重要な分野です。しかし、新しいポリマー材料の発見、設計、最適化には、
時間とコストがかかる実験的アプローチが中心であり、研究開発のサイクルは比較的長
期にわたる傾向がありました。特性の複雑性、合成経路の多様性、そして膨大なデータ
解析の必要性が、効率的なイノベーションの妨げとなることが課題でした。

PolyNext Conferenceが示すAIによる変革

PolyNext Conferenceは、人工知能（AI）技術がポリマーR&Dのパラダイムをどのように
変革するかについて、最新の洞察と事例を提供しました。会議では、AIの導入が以下の
領域で顕著な効果をもたらすことが議論されました。

材料発見の加速: AIを活用した高スループットスクリーニングや生成モデルにより、
目的の特性を持つ新規ポリマー構造を迅速に予測・特定。

ポリマー設計の最適化: 機械学習アルゴリズムを用いて、分子構造と物性の相関関係
を分析し、最適なポリマー組成や合成条件を効率的に設計。

製造プロセスの改善: データ駆動型のアプローチにより、ポリマーの合成、加工、成
形プロセスを最適化し、歩留まり向上とコスト削減を実現。

データ解析と知識発見: 膨大な実験データや文献情報から、隠れたパターンや新たな
知見をAIが抽出し、研究者の洞察力を強化。

循環経済への貢献: リサイクル性や生分解性を予測し、持続可能なポリマー材料の開
発を支援。



技術的意義と将来展望

AIのポリマーR&Dへの統合は、材料科学における「第四のパラダイム」（データ駆動科
学）の具体例として、その技術的意義は非常に大きいと言えます。これにより、新材料
の開発期間を劇的に短縮し、より高性能かつ環境負荷の低いポリマーを迅速に市場に投
入することが可能になります。PolyNext Conferenceで示された成果は、AIがもはや単な
るツールではなく、ポリマーイノベーションの新たなフロンティアを切り拓く戦略的推
進力であることを明確にしました。今後、AIはポリマー研究者にとって不可欠なパート
ナーとなり、未だ見ぬ機能性材料の創出を加速させることが期待されます。

元記事: #

収集日: 2026年05月22日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)


